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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ｉ）　アクリル酸エステル単位を含んで成る重合体ブロック（Ａ１）の１個と（メタ
）アクリル酸エステル単位を含んで成り重合体ブロック（Ａ１）とは構造の異なる重合体
ブロック（Ｂ１）の２個が互いに結合したトリブロック構造、又はアクリル酸エステル単
位を含んで成る重合体ブロック（Ａ１）の２個と（メタ）アクリル酸エステル単位を含ん
で成り重合体ブロック（Ａ１）とは構造の異なる重合体ブロック（Ｂ１）の１個が互いに
結合したトリブロック構造を、分子中に少なくとも有し、質量平均分子量が５０，０００
以上で且つ分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）が１．５未満である多元ブロック共重合体から成る
トリブロック系粘着剤ベース樹脂（Ｉ―ａ）であるアクリル系粘着剤ベース樹脂、
　（ＩＩ）　芳香族環を有する繰り返し単位からなり、質量平均分子量が１５，０００以
下である低分子量のポリマー、及び
　（ＩＩＩ）　所定波長域の光吸収を有する光吸収剤の１種以上、を含有する光学フィル
タ用粘着剤組成物。
【請求項２】
　少なくとも波長８００～１１００ｎｍに吸収極大を有する光吸収剤を含有する、請求項
１に記載の光学フィルタ用粘着剤組成物。
【請求項３】
　前記少なくとも波長８００～１１００ｎｍに吸収極大を有する光吸収剤が、フタロシア
ニン系化合物及び／又はジイモニウム系化合物である、請求項２に記載の光学フィルタ用
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粘着剤組成物。
【請求項４】
　前記低分子量のポリマー（ＩＩ）の含有量が、前記アクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）
１００重量部に対して、０．０１～５０重量部であり、
　光学フィルタ用粘着剤組成物中の含有割合で、前記アクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）
と前記低分子量のポリマー（ＩＩ）のみを混合させた混合物からなる膜厚２５μｍの塗膜
を形成し、ＪＩＳ　Ｋ７１０５－１９８１に準拠したヘイズ値を測定したときに、ヘイズ
値が４０以下となる、請求項１乃至３のいずれか一項に記載の光学フィルタ用粘着剤組成
物。
【請求項５】
　前記低分子量のポリマー（ＩＩ）の酸価が４０以下である、請求項１乃至４のいずれか
一項に記載の光学フィルタ用粘着剤組成物。
【請求項６】
　前記低分子量のポリマー（ＩＩ）が、スチレン、又はスチレン誘導体の構造を繰り返し
単位として有するホモポリマー、又はコポリマーである、請求項１乃至５のいずれか一項
に記載の光学フィルタ用粘着剤組成物。
【請求項７】
　少なくとも波長５７０～６１０ｎｍに吸収極大を有する光吸収剤を含有する、請求項１
乃至６のいずれか一項に記載の光学フィルタ用粘着剤組成物。
【請求項８】
　少なくとも波長３８０～５７０ｎｍ若しくは６１０～７８０ｎｍに吸収極大を有する光
吸収剤を含有する、請求項１乃至７のいずれか一項に記載の光学フィルタ用粘着剤組成物
。
【請求項９】
　表示装置の前面に配置される粘着剤層であって、
　（Ｉ）　アクリル酸エステル単位を含んで成る重合体ブロック（Ａ１）の１個と（メタ
）アクリル酸エステル単位を含んで成り重合体ブロック（Ａ１）とは構造の異なる重合体
ブロック（Ｂ１）の２個が互いに結合したトリブロック構造、又はアクリル酸エステル単
位を含んで成る重合体ブロック（Ａ１）の２個と（メタ）アクリル酸エステル単位を含ん
で成り重合体ブロック（Ａ１）とは構造の異なる重合体ブロック（Ｂ１）の１個が互いに
結合したトリブロック構造を、分子中に少なくとも有し、質量平均分子量が５０，０００
以上で且つ分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）が１．５未満である多元ブロック共重合体から成る
トリブロック系粘着剤ベース樹脂（Ｉ―ａ）であるアクリル系粘着剤ベース樹脂、
　（ＩＩ）　芳香族環を有する繰り返し単位からなり、質量平均分子量が１５，０００以
下である低分子量のポリマー、及び
　（ＩＩＩ）　所定波長域の光吸収を有する光吸収剤の１種以上を含有する、光学フィル
タ機能を有する粘着剤層。
【請求項１０】
　少なくとも波長８００～１１００ｎｍに吸収極大を有する光吸収剤を含有する、請求項
９に記載の光学フィルタ機能を有する粘着剤層。
【請求項１１】
　前記少なくとも波長８００～１１００ｎｍに吸収極大を有する光吸収剤が、フタロシア
ニン系化合物及び／又はジイモニウム系化合物である、請求項１０に記載の光学フィルタ
機能を有する粘着剤層。
【請求項１２】
　前記低分子量のポリマー（ＩＩ）の含有量が、前記アクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）
１００重量部に対して、０．０１～５０重量部であり、
　粘着剤層中の含有割合で、前記アクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）と前記低分子量のポ
リマー（ＩＩ）のみを混合させた混合物からなる膜厚２５μｍの塗膜を形成し、ＪＩＳ　
Ｋ７１０５－１９８１に準拠したヘイズ値を測定したときに、ヘイズ値が４０以下となる
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、請求項９乃至１１のいずれか一項に記載の光学フィルタ機能を有する粘着剤層。
【請求項１３】
　前記低分子量のポリマー（ＩＩ）の酸価が４０以下である、請求項９乃至１２のいずれ
か一項に記載の光学フィルタ機能を有する粘着剤層。
【請求項１４】
　前記低分子量のポリマー（ＩＩ）が、スチレン、又はスチレン誘導体の構造を繰り返し
単位として有するホモポリマー、又はコポリマーである、請求項９乃至１３のいずれか一
項に記載の光学フィルタ機能を有する粘着剤層。
【請求項１５】
　少なくとも波長５７０～６１０ｎｍに吸収極大を有する光吸収剤を含有する、請求項９
乃至１４のいずれか一項に記載の光学フィルタ機能を有する粘着剤層。
【請求項１６】
　少なくとも波長３８０～５７０ｎｍ若しくは６１０～７８０ｎｍに吸収極大を有する光
吸収剤を含有する、請求項９乃至１５のいずれか一項に記載の光学フィルタ機能を有する
粘着剤層。
【請求項１７】
　表示装置の前面に配置されたガラス板に直接貼付されるための光学フィルタ機能を有す
る複合フィルタであって、請求項９乃至１６のいずれか一項に記載の粘着剤層に、電磁波
遮蔽機能、反射防止機能、防眩機能、紫外線吸収機能、表面保護機能のいずれか一種以上
の機能を有する一層以上の機能層が積層されてなることを特徴とする、複合フィルタ。
【請求項１８】
　８００～１１００ｎｍの波長範囲の透過率が３０％以下であることを特徴とする、請求
項１７に記載の複合フィルタ。
【請求項１９】
　５６０～６３０ｎｍの波長範囲における最大吸収波長の透過率が５０％以下であること
を特徴とする、請求項１７又は１８に記載の複合フィルタ。
【請求項２０】
　可視光３８０～７８０ｎｍの波長範囲の透過率が２０％以上であることを特徴とする、
請求項１７乃至１９のいずれか一項に記載の複合フィルタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置の前面に配置され、表示装置から放射される不要な光をカットした
り、色調を調整可能な粘着剤層、及び当該粘着剤層を形成するのに適した光学フィルタ用
粘着剤組成物、並びに当該粘着剤層を用いた表示装置用複合フィルタに関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、種々の電子機器の表示装置として、ＣＲＴ（ブラウン管）、ＬＣＤ（液晶ディス
プレイ）、ＰＤＰ（プラズマディスプレイ）、有機・無機ＥＬディスプレイ、ＦＥＤ（フ
ィールドエミッションディスプレイ）等の表示装置が使用されている。
　このような表示装置の前面には、不要な発光成分を除去して、表示色を鮮明にするため
に、光学フィルタが設置されている。例えば、プラズマディスプレイでは、放電によりキ
セノンとネオンの混合ガスが励起され真空紫外線を放射し、その真空紫外線励起による赤
、青、緑のそれぞれの蛍光体の発光を利用して３原色発光を得ている。その際、ネオン原
子が励起された後、基底状態に戻る際に５９０ｎｍ付近を中心とするネオンオレンジ光（
以下、Ｎｅ光ともいう）を発光するため、プラズマディスプレイでは、赤色にオレンジ色
が混ざり鮮やかな赤色が得られない欠点がある。また一方で、キセノン原子が励起された
後、基底状態に戻る際には紫外線以外に８００～１１００ｎｍ付近の近赤外線（以下、Ｎ
ＩＲともいう）が発生し、発生した近赤外線は周辺機器の誤作動を引き起こす。この為、
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プラズマディスプレイではネオンオレンジ光や近赤外線を吸収除去する機能を有するフィ
ルタ、例えば、ネオンオレンジ光および近赤外線の波長の透過率を局所的に低下させてい
るフィルタを、ディスプレイの前面に設置している。更に上記フィルタには可視光波長領
域の透過率の調節により、画像の色バランスを補正したり色純度を改善する機能を付与す
ることもある。更に、これら各種フィルタ機能を実現する為のフィルタ、中でもＮＩＲ吸
収フィルタは、其の中に含まれる色素が日光等に由来する紫外線（以下、ＵＶともいう）
で劣化し易いと云う問題が有り、これを解決する為に、ＵＶ吸収機能も求められる。
【０００３】
　また、電気電子機器の機能高度化及び利用増加に伴い、電磁気的なノイズ妨害（Ｅｌｅ
ｃｔｒｏ Ｍａｇｎｅｔｉｃ Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ；ＥＭＩ）が増えており、ＰＤＰ
など、上述の表示装置でも電磁波が発生する。そこで、通常、ＰＤＰなどでは、その前面
に電磁波遮蔽機能を有する電磁波遮蔽シート（電磁波遮蔽フィルタ）を配置する。なお、
ＰＤＰの前面から発生する電磁波に対する遮蔽性は、３０ＭＨｚ～１ＧＨｚにおいて３０
ｄＢ以上の性能が必要である。尚、本願明細書においては、「電磁波」の語はＭＨｚ～Ｇ
Ｈｚ程度の周波数帯域以下の電磁波の意味で使用し、赤外線、可視光線、及び紫外線とは
区別して用いる。
　この様な用途に用いる電磁波遮蔽シートでは電磁波遮蔽性能と共に光透過性も要求され
る。従って、電磁波遮蔽シートとしては、樹脂フィルムからなる透明基材フィルムに接着
剤で貼り合わせた銅箔等の金属箔をエッチングして導電体メッシュ層としたもの等が知ら
れている。
【０００４】
　そこでディスプレイの前面に配置する前面フィルタとしては、電磁波遮蔽機能と共に、
ＮＩＲ吸収機能、Ｎｅ光吸収機能、色補正機能、ＵＶ吸収機能なども複合化して一体化し
た複合フィルタとしたものが使用されることが多い。
【０００５】
　例えば、特許文献１や特許文献２では、透明基材フィルムの一方の面に導電体メッシュ
層、更にディスプレイに貼り付ける為の粘着剤層を順次形成し、該透明基材フィルムの他
方の面に、ＮＩＲ吸収フィルタフィルムなどを、ラミネートした複合フィルタが提案され
ている。
　また、特許文献３では、透明基材フィルムの一方の面に、粘着剤層を介して金属箔をラ
ミネートして、該金属箔をエッチング加工して導電体メッシュ層とし、ディスプレイに貼
り付ける為の粘着剤層中にＮＩＲ吸収色素を添加したり、或いは背面にＮＩＲ吸収色素を
添加した樹脂層を形成した複合フィルタが提案されている。
【０００６】
　一方、特許文献４には、（ｉ） アクリル酸エステル単位を主体とする重合体ブロック
（Ａ１）の１個と（メタ）アクリル酸エステル単位を主体とし重合体ブロック（Ａ１）と
は構造の異なる重合体ブロック（Ｂ１）の２個が互いに結合したトリブロック構造、又は
アクリル酸エステル単位を主体とする重合体ブロック（Ａ１）の２個と（メタ）アクリル
酸エステル単位を主体とし重合体ブロック（Ａ１）とは構造の異なる重合体ブロック（Ｂ
１）の１個が互いに結合したトリブロック構造を、分子中に少なくとも有するブロック共
重合体であって、質量平均分子量が１２０，０００以上で且つ分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）
が１．５未満であるブロック共重合体（Ｉ）；および、アクリル酸エステル単位を主体と
する重合体ブロック（Ａ２）の１個と（メタ）アクリル酸エステル単位を主体とし重合体
ブロック（Ａ２）とは構造の異なる重合体ブロック（Ｂ２）の１個が結合している、分子
量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）が１．５未満のジブロック共重合体（ＩＩ）；を含有するアクリル
系ブロック共重合体組成物であって；（ｉｉ） ブロック共重合体（Ｉ）：ジブロック共
重合体（ＩＩ）の含有割合が１００：５０～１００：５００の質量比である；ことを特徴
とするアクリル系ブロック共重合体組成物が記載されており、粘着剤組成物として有用で
あることが記載されている。しかしながら、特許文献４には、表示装置用途として用いる
ことや、光学フィルタ機能を付与することや、光吸収剤の劣化や、耐衝撃性に関しては、
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一切記載されていない。
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－２１０９８８号公報
【特許文献２】特開平１１－１２６０２４号公報
【特許文献３】特許第３４７３３１０号公報
【特許文献４】特開２００５－３０７０６３号公報
【特許文献５】特開２００２－２６０５３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　表示装置の大型化が進み、複合フィルタも軽量化、薄膜化が求められる中、表示装置の
前面ガラス等に直接貼付又は層間接着が可能な接着性と、近赤外線吸収機能、ネオン光吸
収機能、色調調整機能等の光学フィルタ機能とを兼ね備えるような層が単層で実現できれ
ば、軽量化、薄膜化が可能となる上、製造工程の簡略化及び低コスト化が図れると考えら
れる。
　しかしながら、例えば特許文献３のように、複合フィルタをディスプレイの表面に貼り
付ける為に、導電体メッシュ面に塗工する粘着剤層中にＮＩＲ吸収色素などの色素を添加
する方式の場合、色素が反応して変色、或いは褪色し、吸収スペクトル特性の変化を生じ
ること、即ち色素が劣化するという問題があった。この色素の劣化は、室温雰囲気下（気
温１０～２０°Ｃ前後、相対湿度３０～６０％前後）でも長時間経過するに従って起きる
が、特に高温雰囲気下（５０°Ｃ以上）、或いは高温高湿度雰囲気下（５０°Ｃ以上、且
つ７０％以上）において促進され、顕著となる。特にジイモニウム系等の有機系色素が専
ら用いられるＮＩＲ吸収色素について、この傾向が大であった。
【０００９】
　また、特許文献５には、ディスプレイの前面に反射防止膜を有する光学フィルタを粘着
剤層を介して貼付したプラズマディスプレイパネルであって、衝撃試験による破壊エネル
ギーが０．５ジュール以上であるプラズマディスプレイパネルが提案されており、粘着剤
層に耐衝撃性をもたせることや、色素のような光吸収剤を含有させることが記載されてい
る。しかしながら特許文献５に記載されている粘着剤層によれば、金属イオンを架橋して
アイオノマー樹脂としているので光吸収剤が経時で劣化するため、分光特性変化が起こり
、やはり実用上問題があった。
　このように、粘着剤層として機能するような従来用いていたアクリル系粘着剤層に、近
赤外線吸収機能、ネオン光吸収機能、色調調整機能を有するような光吸収剤（色素）を含
有させると、光吸収剤（色素）が劣化して光学フィルタとしての分光特性が変化するとい
う問題が生じており、実用化は困難であった。
【００１０】
　本発明は以上のような問題点を考慮してなされたものであり、接着性と、所望の光学フ
ィルタ機能とを単層で兼ね備えながら、長時間の使用、特に高温高湿下でも光吸収剤の劣
化に起因する分光特性変化が起こり難い粘着剤層、及び、当該粘着剤層を実現することが
できる粘着剤組成物、並びにこの粘着剤層を用いた光学フィルタ機能を有する複合フィル
タを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明は、（Ｉ）アクリル酸エステル単位を含んで成る重
合体ブロック（Ａ１）の１個と（メタ）アクリル酸エステル単位を含んで成り重合体ブロ
ック（Ａ１）とは構造の異なる重合体ブロック（Ｂ１）の２個が互いに結合したトリブロ
ック構造、又はアクリル酸エステル単位を含んで成る重合体ブロック（Ａ１）の２個と（
メタ）アクリル酸エステル単位を含んで成り重合体ブロック（Ａ１）とは構造の異なる重
合体ブロック（Ｂ１）の１個が互いに結合したトリブロック構造を、分子中に少なくとも
有し、質量平均分子量が５０，０００以上で且つ分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）が１．５未満
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である多元ブロック共重合体から成るトリブロック系粘着剤ベース樹脂（Ｉ―ａ）である
アクリル系粘着剤ベース樹脂、
　（ＩＩ）　芳香族環を有する繰り返し単位からなり、質量平均分子量が１５，０００以
下である低分子量のポリマー、及び
　（ＩＩＩ）所定波長域の光吸収を有する光吸収剤の１種以上を含有する、光学フィルタ
用粘着剤組成物を提供する。
【００１２】
　また、上記課題を解決するために、本発明は、表示装置の前面に配置される粘着剤層で
あって、（Ｉ）アクリル酸エステル単位を含んで成る重合体ブロック（Ａ１）の１個と（
メタ）アクリル酸エステル単位を含んで成り重合体ブロック（Ａ１）とは構造の異なる重
合体ブロック（Ｂ１）の２個が互いに結合したトリブロック構造、又はアクリル酸エステ
ル単位を含んで成る重合体ブロック（Ａ１）の２個と（メタ）アクリル酸エステル単位を
含んで成り重合体ブロック（Ａ１）とは構造の異なる重合体ブロック（Ｂ１）の１個が互
いに結合したトリブロック構造を、分子中に少なくとも有し、質量平均分子量が５０，０
００以上で且つ分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）が１．５未満である多元ブロック共重合体から
成るトリブロック系粘着剤ベース樹脂（Ｉ―ａ）であるアクリル系粘着剤ベース樹脂、
　（ＩＩ）　芳香族環を有する繰り返し単位からなり、質量平均分子量が１５，０００以
下である低分子量のポリマー、及び
　（ＩＩＩ）所定波長域の光吸収を有する光吸収剤の１種以上を含有する、光学フィルタ
機能を有する粘着剤層を提供する。
【００１３】
　本発明によれば、上記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）と上記特定の低分子量
のポリマー（ＩＩ）とを組み合わせた上で、所定波長域の光吸収を有する光吸収剤の１種
以上（ＩＩＩ）が用いられていることにより、表示装置の前面に配置されたガラス板に直
接貼付可能な接着性と、所望の光学フィルタ機能とを単層で兼ね備えながら、長時間の使
用、特に高温高湿下でも光吸収剤の劣化に起因する分光特性変化が起こり難いという効果
を得ることができる。前記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）と所定波長域の光吸
収を有する光吸収剤の１種以上（ＩＩＩ）との組み合わせにより、接着性と所望の光学フ
ィルタ機能とを単層で兼ね備えながら、長時間の使用、特に高温高湿下でも光吸収剤の劣
化に起因する分光特性変化が起こり難いという効果を得ることができるが、本発明のよう
に、上記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）と上記特定の低分子量のポリマー（Ｉ
Ｉ）とを組み合わせることにより、高温高湿下でも光吸収剤の劣化に起因する分光特性変
化が、より起こり難くなるという効果が得られる。
【００１４】
　また、本発明に係る粘着剤組成物、及び、粘着剤層においては、少なくとも波長８００
～１１００ｎｍに吸収極大を有する光吸収剤を含有することが、近赤外線を吸収除去し、
近赤外線の波長の透過率を局所的に低下させる光学フィルタとすることができる点から好
ましい。
　また、本発明に係る粘着剤組成物、及び、粘着剤層においては、前記少なくとも波長８
００～１１００ｎｍに吸収極大を有する光吸収剤として、フタロシアニン系化合物及び／
又はジイモニウム系化合物を含有させることができる。中でもジイモニウム系化合物は、
近赤外域の吸収が大きく、吸収域が広く、可視域の透過率も高い点から、近赤外線吸収剤
として好ましい化合物であるが、長時間の使用、特に高温高湿下で特に劣化しやすい化合
物であり、従来粘着剤中に含有させることは非常に困難であった。本発明に係る上記特定
のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）と上記特定の低分子量のポリマー（ＩＩ）との組み
合わせにおいては、高温高湿下でも劣化が抑制されるために、近赤外線吸収剤として好適
に用いることができる。
【００１５】
　本発明に係る粘着剤組成物、及び、粘着剤層においては、前記低分子量のポリマー（Ｉ
Ｉ）の含有量が、前記アクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）１００重量部に対して、０．０
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１～５０重量部であり、
　各々粘着剤組成物中の含有割合、及び、粘着剤層中の含有割合で、前記アクリル系粘着
剤ベース樹脂（Ｉ）と前記低分子量のポリマー（ＩＩ）のみを混合させた混合物からなる
膜厚２５μｍの塗膜を形成し、ＪＩＳ　Ｋ７１０５－１９８１に準拠したヘイズ値を測定
したときに、ヘイズ値が４０以下となることが好ましい。前記アクリル系粘着剤ベース樹
脂（Ｉ）と前記低分子量のポリマー（ＩＩ）とが良好な相溶性を有するものを選択するこ
とにより、光学フィルタとしての透明性を確保できる。
【００１６】
　本発明に係る粘着剤組成物、及び、粘着剤層においては、前記低分子量のポリマー（Ｉ
Ｉ）の酸価が４０以下であることが、光吸収剤の劣化を抑制する点から好ましい。
【００１７】
　本発明に係る粘着剤組成物、及び、粘着剤層においては、前記低分子量のポリマー（Ｉ
Ｉ）が、スチレン、又はスチレン誘導体の構造を繰り返し単位として有するホモポリマー
、又はコポリマーであることが、耐湿熱性改善及び色素相溶性の点から好ましい。
【００２０】
　本発明に係る粘着剤組成物、及び、粘着剤層においては、少なくとも波長５７０～６１
０ｎｍに吸収極大を有する光吸収剤を含有することが、少なくともディスプレイからのオ
レンジ色発光が抑制可能で、鮮やかな赤色を得ることができる点から好ましい。
　また、本発明に係る粘着剤組成物、及び、粘着剤層においては、少なくとも波長３８０
～５７０ｎｍ若しくは６１０～７８０ｎｍに吸収極大を有する光吸収剤を含有することが
、可視光の波長領域における透過率を調節することによって、画像の色バランスを補正し
たり、色純度を改善する機能を付与することができる点から好ましい。
【００２１】
　本発明に係る複合フィルタは、表示装置の前面に配置されたガラス板に直接貼付される
ための光学フィルタ機能を有する複合フィルタであって、前記本発明に係る粘着剤層に、
電磁波遮蔽機能、反射防止機能、防眩機能、紫外線吸収機能、表面保護機能のいずれか一
種以上の機能を有する一層以上の機能層が積層されてなることを特徴とする。
【００２２】
　本発明に係る複合フィルタにおいては、８００～１１００ｎｍの波長範囲の透過率が３
０％以下であることが、ディスプレイ内部から放出され、他の機器に誤動作を与え得る近
赤外線を遮断する効果の点から好ましい。
　本発明に係る複合フィルタにおいては、５６０～６３０ｎｍの波長範囲における最大吸
収波長の透過率が５０％以下であることが、ディスプレイ内部から放出され、色調に影響
を与えるネオン光を遮断する効果の点から好ましい。
　本発明に係る複合フィルタにおいては、可視光３８０～７８０ｎｍの波長範囲の透過率
が２０％以上であることが、透明性が高く且つ外光存在下での画像コントラスト低下の少
ない複合フィルタを得る点から好ましい。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明に係る粘着剤組成物は、接着性と、所望の光学フィルタ機能とを単層で兼ね備え
ながら、長時間の使用、特に高温高湿下でも光吸収剤の劣化に起因する分光特性変化が起
こり難い粘着剤層を提供することができるといった効果を奏する。
　また、本発明に係る粘着剤層は、接着性、中でも表示装置の前面に配置されたガラス板
に直接貼付可能な接着性と、所望の光学フィルタ機能とを単層で兼ね備えながら、長時間
の使用、特に高温高湿下でも光吸収剤の劣化に起因する分光特性変化が起こり難く、且つ
製造工程の簡略化及び低コスト化が図れるといった効果を奏するものである。
【００２４】
　更に、本発明に係る光学フィルタ機能を有する複合フィルタは、前記本発明に係る粘着
剤層に１層以上の機能層が積層されてなることにより、長時間の使用、特に高温高湿下で
も光吸収剤の劣化に起因する分光特性変化が起こり難く、分光特性の安定性に優れるもの
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である。また、従来のプラズマディスプレイパネルの表示面に直接貼付されるための複合
フィルタと比べても、層構成を単純化でき、軽量化、薄膜化が可能で、製造工程の簡略化
及び低コスト化が図れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　本発明は、光学フィルタ用粘着剤組成物及び光学フィルタ機能を有する粘着剤層、並び
に、それを用いた光学フィルタ機能を有する複合フィルタを含むものである。以下、それ
ぞれについて詳述する。なお、本発明において、（メタ）アクリレートとは、アクリレー
ト及び／又はメタクリレートをいい、（メタ）アクリロニトリルとは、メタクリロ二トリ
ル及び／又はアクリロニトリルをいう。
【００２６】
Ｉ．光学フィルタ機能を有する粘着剤層
　本発明に係る光学フィルタ機能を有する粘着剤層は、表示装置の前面に配置される粘着
剤層であって、（Ｉ）アクリル酸エステル単位を含んで成る重合体ブロック（Ａ１）の１
個と（メタ）アクリル酸エステル単位を含んで成り重合体ブロック（Ａ１）とは構造の異
なる重合体ブロック（Ｂ１）の２個が互いに結合したトリブロック構造、又はアクリル酸
エステル単位を含んで成る重合体ブロック（Ａ１）の２個と（メタ）アクリル酸エステル
単位を含んで成り重合体ブロック（Ａ１）とは構造の異なる重合体ブロック（Ｂ１）の１
個が互いに結合したトリブロック構造を、分子中に少なくとも有し、質量平均分子量が５
０，０００以上で且つ分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）が１．５未満である多元ブロック共重合
体から成るトリブロック系粘着剤ベース樹脂（Ｉ―ａ）、又は水酸基を有する（メタ）ア
クリレート単位を含んでなり、水酸基を有し、実質的にカルボキシル基及びアミド基を含
まないアクリル系共重合体から成る粘着剤ベース樹脂（Ｉ―ｂ）のいずれかから選ばれる
アクリル系粘着剤ベース樹脂、
　（ＩＩ）芳香族環を有する繰り返し単位を含み、質量平均分子量が１５，０００以下で
ある低分子量のポリマー、及び
　（ＩＩＩ）所定波長域の光吸収を有する光吸収剤の１種以上、を含有することを特徴と
する。
【００２７】
　なお、上記粘着剤層は、少なくとも上記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）と、
上記特定の低分子量のポリマー（ＩＩ）と、所定波長域の光吸収を有する光吸収剤の１種
以上（ＩＩＩ）を含有するものであり、必要に応じて他の化合物を含有しても良い。
【００２８】
　本発明によれば、上記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）と上記特定の低分子量
のポリマー（ＩＩ）とを組み合わせた上で、所定波長域の光吸収を有する光吸収剤の１種
以上（ＩＩＩ）とが用いられていることにより、表示装置の前面に配置されたガラス板に
直接貼付可能な接着性と、所望の光学フィルタ機能とを単層で兼ね備えながら、長時間の
使用、特に高温高湿下でも光吸収剤の劣化に起因する分光特性変化が起こり難いという効
果を得ることができる。上記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）と所定波長域の光
吸収を有する光吸収剤の１種以上（ＩＩＩ）との組み合わせにより、接着性と所望の光学
フィルタ機能とを単層で兼ね備えながら、長時間の使用、特に高温高湿下でも光吸収剤の
劣化に起因する分光特性変化が起こり難いという効果を得ることができるが、本発明のよ
うに、光吸収剤（ＩＩＩ）を分散させるバインダー樹脂として上記特定のアクリル系粘着
剤ベース樹脂（Ｉ）と上記特定の低分子量のポリマー（ＩＩ）とを組み合わせることによ
り、高温高湿下でも光吸収剤の劣化に起因する分光特性変化が、より起こり難くなるとい
う効果が得られる。
【００２９】
　なお、本発明に係る光学フィルタ機能を有する粘着剤層は、表示装置の前面に配置され
たガラス板に直接貼付可能な接着性を有するが、表示装置の前面に配置されれば、表示装
置の前面に配置されたガラス板に直接貼り付けて使用されなくても、他の機能層や基材と
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の間に配置されてそれらの層を接着するために使用されても良い。
　表示装置の前面に配置されたガラス板に直接貼付又は層間接着が可能な接着性には、半
永久的な使用に耐え得るように自重や弱い外力では剥がれやズレが生じず、且つ、貼りつ
け後も自重を超える十分強い力で意図的に剥がせば、平滑な面からは比較的容易に剥がす
ことができる程度の接着性、所謂粘着性が要求される。特に、表示装置の前面に配置され
たガラス板に直接貼り付けて使用される場合には、剥離後には表示装置の再利用が可能（
以下、リワーク性ということがある。）なように、再剥離性が求められる。
【００３０】
　表示装置の前面に配置されたガラス板に直接貼付可能な接着性と、所望の光学フィルタ
機能とを単層で兼ね備えるような粘着剤層は、光学フィルムを形成する際に、層構成を単
純化でき、軽量化、薄膜化が可能で、層構成の製造工程の簡略化及び低コスト化が図れる
という利点を有するが、ガラス板に直接貼付可能な接着性を有するような材料を選択した
上で、所望の光学フィルタ機能を達成するような光吸収剤を含有させると、長時間の使用
、特に高温高湿下で光吸収剤が劣化しやすいことから、光学フィルタ機能の安定性が高い
粘着剤層を実用化することは困難であるという問題点があった。例えば、粘着剤層には、
優れた粘着性乃至成膜性を与えるように、架橋剤のような反応性モノマーが含有される場
合が多いが、このような反応性が高いモノマーが含有される場合には、近赤外線吸収剤の
ような光吸収剤が顕著に劣化する。
　この点、本発明によれば、粘着剤層に用いられる樹脂が上記特定のアクリル系粘着剤ベ
ース樹脂（Ｉ）に更に特定の低分子量のポリマー（ＩＩ）を組み合わせたものとすること
により、所望の光学フィルタ機能を達成するような光吸収剤を含有させても、長時間の使
用、特に高温高湿下で光吸収剤が劣化し難く、分光特性変化が起こり難い光学フィルタ機
能の安定性が高い粘着剤層を得ることができる。
【００３１】
　本発明の粘着剤層に上記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）を用いたことにより
、表示装置の前面に配置されたガラス板に直接貼付可能な接着性と、所望の光学フィルタ
機能とを単層で兼ね備えながら、長時間の使用、特に高温高湿下でも光吸収剤の劣化に起
因する分光特性変化が起こり難い機能層を形成できるのは、未解明であるが、次のような
理由によるものと考えられる。
　すなわち、従来のガラス板に直接貼付又は層間接着が可能な接着性を有するような材料
において、光吸収剤の劣化が起こりやすいのは、金属イオンを架橋してアイオノマー樹脂
としたり、反応性の高い架橋剤を含有させたり、反応性が高いモノマーやオリゴマー成分
等を含有することに起因するものと考えられる。また、粘着剤層を形成する接着性を有す
る材料としてしばしば用いられるアクリル系共重合体には、優れた粘着性を与えるように
、カルボキシル基や水酸基等の極性基が含まれている場合が多いことに起因するものと考
えられる。このようなカルボキシル基等が含有される場合には、近赤外線吸収剤のような
光吸収剤が顕著に劣化する。
　それに対し、本発明に用いられる上記特定のトリブロック系粘着剤ベース樹脂（Ｉ―ａ
）は、特定のトリブロック構造を分子中に有するため、塗膜を形成すると擬似架橋構造を
とってミクロ相分離構造を形成し易いと推定され、架橋剤を添加しなくても、接着性や成
膜性が高い上、耐衝撃性をも付与し得る。そして、本発明に用いられる上記特定のトリブ
ロック系粘着剤ベース樹脂（Ｉ―ａ）は、質量平均分子量が５０，０００以上で且つ分子
量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）が１．５未満と分子量分布が狭いことにより、上記接着性や成膜性
が損なわれない上に、反応性が高いモノマーやオリゴマー成分等が含まれないため、光吸
収剤を共存させても長時間の使用、特に高温高湿下でも光吸収剤が劣化し難いと推定され
る。一方、本発明に用いられる上記特定のアクリル系共重合体から成る粘着剤ベース樹脂
（Ｉ―ｂ）は、水酸基を有するが、実質的にカルボキシル基及びアミド基を含まないため
、光吸収剤を共存させても長時間の使用、特に高温高湿下でも光吸収剤が劣化し難いと推
定される。
　このような特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）に、更に低分子量のポリマー（Ｉ
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Ｉ）を混合することで、前記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）の耐久性が向上す
ると推定される。また、前記低分子量のポリマー（ＩＩ）は、芳香族環を有するため、疎
水性であり、水分吸収が抑制され、水分による光吸収剤の劣化反応を阻止することができ
ると推定される。また、前記低分子量のポリマー（ＩＩ）は、芳香族環を有する繰り返し
単位を含み、このような立体的に嵩高い基を有することで立体障害が生じ、光吸収剤の凝
集や分散状態の変化を抑制でき、更に光吸収剤との化学反応を阻止することができると推
定される。このように、粘着剤層の耐湿熱性を向上させ、湿度の影響を受け難くすること
で、加熱加湿時に光吸収剤が動き難くなり、光吸収剤の凝集や分散状態の変化を抑制でき
、光吸収剤の劣化が、より抑えられると推定される。
　なお、「嵩高い基」とは、低分子量のポリマー（ＩＩ）と光吸収剤（ＩＩＩ）との化学
反応を阻止し得る立体障害を有する基を意味する。
　このように、本発明においては特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）を選択したた
め、必要な接着性と成膜性を実現でき、且つ、前記特定の低分子量のポリマー（ＩＩ）と
の相乗効果により光吸収剤の劣化を抑制することが可能になるため、表示装置の前面に配
置されたガラス板に直接貼付可能な接着性と、所望の光学フィルタ機能とを単層で兼ね備
えながら、長時間の使用、特に高温高湿下でも光吸収剤の劣化に起因する分光特性変化が
起こり難い機能層を形成することが可能になると考えられる。
【００３２】
　このような本発明の光学フィルタ機能を有する粘着剤層は、以下の本発明に係る光学フ
ィルタ用粘着剤組成物を用いて形成することができる。そこで、まず、本発明に係る光学
フィルタ用粘着剤組成物について説明する。
【００３３】
《光学フィルタ用粘着剤組成物》
　本発明に係る光学フィルタ用粘着剤組成物は、（Ｉ）アクリル酸エステル単位を含んで
成る重合体ブロック（Ａ１）の１個と（メタ）アクリル酸エステル単位を含んで成り重合
体ブロック（Ａ１）とは構造の異なる重合体ブロック（Ｂ１）の２個が互いに結合したト
リブロック構造、又はアクリル酸エステル単位を含んで成る重合体ブロック（Ａ１）の２
個と（メタ）アクリル酸エステル単位を含んで成り重合体ブロック（Ａ１）とは構造の異
なる重合体ブロック（Ｂ１）の１個が互いに結合したトリブロック構造を、分子中に少な
くとも有し、質量平均分子量が５０，０００以上で且つ分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）が１．
５未満である多元ブロック共重合体から成るトリブロック系粘着剤ベース樹脂（Ｉ―ａ）
、又は水酸基を有する（メタ）アクリレート単位を含んでなり、水酸基を有し、実質的に
カルボキシル基及びアミド基を含まないアクリル系共重合体から成る粘着剤ベース樹脂（
Ｉ―ｂ）のいずれかから選ばれるアクリル系粘着剤ベース樹脂、
　（ＩＩ）芳香族環を有する繰り返し単位を含み、質量平均分子量が１５，０００以下で
ある低分子量のポリマー、及び
　（ＩＩＩ）所定波長域の光吸収を有する光吸収剤の１種以上、を含有するものであり、
必要に応じて他の化合物を含有しても良いものである。
　以下、このような本発明の粘着剤組成物の各構成について順に詳細に説明する。
【００３４】
＜アクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）＞
　本発明の必須成分としてのアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）は、粘着剤層として必要
な接着性を有するとともに、光吸収剤の劣化に起因する分光特性変化を起こし難くする成
分である。
　本発明に用いられるアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）は、アクリル酸エステル単位を
含んで成る重合体ブロック（Ａ１）の１個と（メタ）アクリル酸エステル単位を含んで成
り重合体ブロック（Ａ１）とは構造の異なる重合体ブロック（Ｂ１）の２個が互いに結合
したトリブロック構造、又はアクリル酸エステル単位を含んで成る重合体ブロック（Ａ１
）の２個と（メタ）アクリル酸エステル単位を含んで成り重合体ブロック（Ａ１）とは構
造の異なる重合体ブロック（Ｂ１）の１個が互いに結合したトリブロック構造を、分子中
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に少なくとも有し、質量平均分子量が５０，０００以上で且つ分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）
が１．５未満である多元ブロック共重合体から成るトリブロック系粘着剤ベース樹脂（Ｉ
―ａ）、又は水酸基を有する（メタ）アクリレート単位を含んでなり、水酸基を有し、実
質的にカルボキシル基及びアミド基を含まないアクリル系共重合体から成る粘着剤ベース
樹脂（Ｉ―ｂ）のいずれかを適宜選択して用いることができる。
　以下、上記本発明において用いられるアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）について、順
に説明する。
（１）特定の多元ブロック共重合体から成るトリブロック系粘着剤ベース樹脂（Ｉ－ａ）
　本発明に用いられる特定の多元ブロック共重合体から成るトリブロック系粘着剤ベース
樹脂（Ｉ－ａ）は、以下の（ｉ）或いは（ｉｉ）の何れかの構造を分子中に有してなり、
質量平均分子量が５０，０００以上で且つ分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）が１．５未満である
３元以上の多元ブロック共重合体から成る。
（ｉ）アクリル酸エステル単位を含んで成る重合体ブロック（Ａ１）〔以下単に（Ａ１）
とも略称〕の１個と、
（メタ）アクリル酸エステル単位を含んで成り重合体ブロック（Ａ１）とは構造の異なる
重合体ブロック（Ｂ１）〔以下単に（Ｂ１）とも略称〕の２個が、
互いに結合した、（Ａ１）－（Ｂ１）－（Ｂ１）、或いは（Ｂ１）－（Ａ１）－（Ｂ１）
のトリブロック構造。
（ｉｉ）アクリル酸エステル単位を含んで成る重合体ブロック（Ａ１）の２個と、
（メタ）アクリル酸エステル単位を含んで成り重合体ブロック（Ａ１）とは構造の異なる
重合体ブロック（Ｂ１）の１個が、
互いに結合した、（Ａ１）－（Ａ１）－（Ｂ１）、或いは（Ａ１）－（Ｂ１）－（Ａ１）
のトリブロック構造。
　ここで、（メタ）アクリル酸エステル単位とは、アクリル酸エステル単位及び／又はメ
タクリル酸エステル単位をいう。
【００３５】
　又、多元ブロック共重合体は、１種類のみを用いて良いが、所望の要求特性を、より確
実に、或いはより大きな自由度を得る為に、２種類以上混合して用いることも出来る。
【００３６】
　尚、該多元ブロック共重合体は、重合体ブロック（Ａ１）の１乃至２個及び重合体ブロ
ック（Ｂ１）の１乃至２個のみから成るトリブロック共重合体；
　　　　　　　　（Ａ１）－（Ｂ１）－（Ｂ１）、
　　　　　　　　（Ｂ１）－（Ａ１）－（Ｂ１）、
　　　　　　　　（Ａ１）－（Ａ１）－（Ｂ１）、
　　　　　或いは（Ａ１）－（Ｂ１）－（Ａ１）、
であってもよいし、或いは該トリブロック共重合体のいずれかに更に１個または２個以上
の重合体ブロック（Ｃ１）、（Ｃ２）、（Ｃ３）、……［以下これらの重合体ブロックを
まとめて「重合体ブロック（Ｃ）」と総称することがある］が結合したテトラブロック以
上のブロック共重合体；
　　　　　　　　（Ａ１）－（Ｂ１）－（Ｂ１）－（Ｃ）、
　　　　　　　　（Ｂ１）－（Ａ１）－（Ｂ１）－（Ｃ）、
　　　　　　　　（Ａ１）－（Ａ１）－（Ｂ１）－（Ｃ）、
　　　　　或いは（Ａ１）－（Ｂ１）－（Ａ１）－（Ｃ）、
などであってもよい。
　また、該多元ブロック共重合体が、テトラブロック以上のブロック構造を形成する限り
において、重合体ブロック（Ｃ）は重合体ブロック（Ａ１）および／または重合体ブロッ
ク（Ｂ１）と同じであってもよいし、または異なっていてもよい。さらに、ブロック共重
合体が２個以上の重合体ブロック（Ｃ）を有するペンタブロック以上のブロック共重合体
である場合は、複数の重合体ブロック（Ｃ）は互いに同じであってもよいし、または異な
っていてもよい。
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【００３７】
　そのうちでも、多元ブロック共重合体は、製造の容易性、取扱性、製造上の容易さなど
の点から、ブロック数７以下のブロック共重合体であることが好ましく、ブロック数３の
トリブロック共重合体［重合体ブロック（Ｃ）が結合していない物］が更に好ましい。
【００３８】
　前記（ｉ）の式（Ｂ１）－（Ａ１）－（Ｂ１）、及び（ｉｉ）の式（Ａ１）－（Ｂ１）
－（Ａ１）で表されるトリブロック共重合体では、両端に存在する２つの重合体ブロック
（Ａ１）と（Ａ１）、或いは（Ｂ１）と（Ｂ１）は、中央の重合体ブロックと構造が異な
りさえすれば、互いに同じであっても、或いは異なっていてもいずれでも良い。
　前記（ｉ）の式（Ａ１）－（Ｂ１）－（Ｂ１）、及び（ｉｉ）の式（Ａ１）－（Ａ１）
－（Ｂ１）で表されるトリブロック共重合体では、隣接する２つの重合体ブロック（Ａ１
）と（Ａ１）、或いは（Ｂ１）と（Ｂ１）同士は、いずれも互いに構造が異なっていると
共に、もう１種の重合体ブロック｛（Ａ１）－（Ａ１）については（Ｂ１）、又（Ｂ１）
－（Ｂ１）については（Ａ１）｝と構造が異なっていることが必要である。
　尚、ここで、それぞれの重合体ブロックの構造が違うとは、重合体ブロックを構成して
いるモノマー単位の種類が異なるか、モノマー単位組成が異なるか、その立体規則性が異
なっていることの何れか１以上の条件が満たされれば良い。
【００３９】
　又、上記のアクリル系ブロック共重合体のうち、粘着剤（組成物）の接着力、凝集力、
タックなどの粘着特性、及び耐熱性が優れている点から、（ｉ）の（Ｂ１）－（Ａ１）－
（Ｂ１）の式で表されるトリブロック共重合体がより好ましく用いられる。
【００４０】
　多元ブロック共重合体を構成する重合体ブロック（Ａ１）は、アクリル酸エステルに由
来する構造単位（アクリル酸エステル単位）を含んで成るアクリル酸エステル系重合体か
らなる重合体ブロックである。
　ブロック共重合体中の重合体ブロック（Ａ１）におけるアクリル酸エステルに由来する
構造単位の含有量としては、具体的な用途、要求性能及び光吸収剤等配合する他の成分に
応じて、実験的に最適範囲を選定すれば良い。中でも、本発明の効果の点から、ブロック
共重合体中の重合体ブロック（Ａ１）は、アクリル酸エステルに由来する構造単位（アク
リル酸エステル単位）を５０質量％以上の割合で含有することが好ましい。
　重合体ブロック（Ａ１）を構成するアクリル酸エステル単位は、アルキル基に置換基を
有していてもよいアクリル酸アルキルエステルおよび／または環状アルキル基に置換基を
有していてもよいアクリル酸環状アルキルエステルに由来する構造単位であることが好ま
しい。前記アクリル酸アルキルエステル、アクリル酸環状アルキルエステルの具体例とし
ては、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸ｎ－プロピル、アクリル酸イソ
プロピル、アクリル酸ｎ－ブチル、アクリル酸イソブチル、アクリル酸ｓｅｃ－ブチル、
アクリル酸ｔｅｒｔ－ブチル、アクリル酸ｎ－ヘキシル、アクリル酸２－エチルヘキシル
、アクリル酸ドデシル、アクリル酸トリデシル、アクリル酸ステアリル、アクリル酸シク
ロヘキシル、アクリル酸イソボルニル、アクリル酸２－メトキシエチル、アクリル酸２－
（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）エチル、アクリル酸トリフルオロメチル、アクリル酸トリメ
トキシシリルプロピルなどを挙げることができる。重合体ブロック（Ａ１）は前記したア
クリル酸アルキルエステルおよびアクリル酸環状アルキルエステルの１種または２種以上
から形成されていることができる。
【００４１】
　そのうちでも、重合体ブロック（Ａ１）は、例えば、アクリル酸ｎ－ブチル、アクリル
酸イソブチル、アクリル酸ｓｅｃ－ブチル、アクリル酸ｔｅｒｔ－ブチル、アクリル酸ｎ
－ヘキシル、アクリル酸２－エチルヘキシル、アクリル酸ドデシル、アクリル酸トリデシ
ル、アクリル酸ステアリルなどのような炭素数が４以上のアルキル基を有するアクリル酸
アルキルエステル；アクリル酸２－メトキシエチル、アクリル酸２－（Ｎ，Ｎ－ジメチル
アミノ）エチル、アクリル酸トリフルオロメチル、アクリル酸トリメトキシシリルプロピ



(13) JP 5286692 B2 2013.9.11

10

20

30

40

50

ルなどのアルキル基に置換基を有するアクリル酸アルキルエステルの１種または２種以上
に由来する構造単位を５０質量％以上の割合で含有する重合体からなるブロックであるこ
とが、得られる粘着剤層の基材への密着性が良好になる点から好ましい。
【００４２】
　特に、重合体ブロック（Ａ１）は、アクリル酸ｎ－ブチル、アクリル酸ｎ－ヘキシル、
アクリル酸２－エチルヘキシル、アクリル酸ドデシル、アクリル酸トリデシルおよびアク
リル酸ステアリルの１種または２種以上に由来する構造単位を５０質量％以上の割合で含
有する重合体からなるブロックであることが、各重合体ブロックの耐水性などの点から更
に好ましく、アクリル酸ｎ－ブチルまたはアクリル酸２－エチルヘキシルに由来する構造
単位を５０質量％以上の割合で含有する重合体からなる重合体ブロックであることが、い
っそう好ましい。
【００４３】
　重合体ブロック（Ａ１）は、重合体ブロック（Ａ１）の質量に基づいて、アクリル酸エ
ステル単位を５０質量％以上の割合で有することが好ましいが、８０質量％以上、更に９
０質量％以上、より更に１００質量％の割合で有していることが望ましい。重合体ブロッ
ク（Ａ１）中のアクリル酸エステル単位の割合が５０質量％未満であると、得られる粘着
剤層の接着力や耐衝撃性を損なう傾向となり、本発明の目的を達成することが困難な場合
がある。
【００４４】
　ブロック共重合体中の重合体ブロック（Ａ１）が、５０質量％以下、好ましくは２０質
量％以下、より好ましくは１０質量％以下の割合で含有することが好ましい他のモノマー
単位としては、例えば、メタクリル酸アルキルエステル［例えばメタクリル酸メチル、メ
タクリル酸エチル、メタクリル酸イソプロピル、メタクリル酸ｓｅｃ－ブチル、メタクリ
ル酸イソブチル、メタクリル酸ｔｅｒｔ－ブチル、メタクリル酸シクロヘキシル、その他
の以下で説明する重合体ブロック（Ｂ１）を形成するメタクリル酸エステル類］、メタク
リルアミド、Ｎ－メチルメタクリルアミド、Ｎ－エチルメタクリルアミド、Ｎ－イソプロ
ピルメタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルメタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルメタクリ
ルアミドなどのメタクリルアミド類；アクリルアミド、Ｎ－メチルアクリルアミド、Ｎ－
エチルアクリルアミド、Ｎ－イソプロピルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルア
ミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルアクリルアミドなどのアクリルアミド類；メタクリル酸、アクリ
ル酸、クロトン酸、マレイン酸、無水マレイン酸、フマル酸などのカルボキシル基を有す
るビニル系モノマー；スチレン、α－メチルスチレン、ｐ－メチルスチレンなどの芳香族
ビニル系モノマー；ブタジエン、イソプレンなどの共役ジエン系モノマー；エチレン、プ
ロピレンなどのオレフィン；ε－カプロラクトン、バレロラクトンなどのラクトンなどの
モノマーに由来する構造単位を挙げることができる。
【００４５】
　一方、多元ブロック共重合体を構成する重合体ブロック（Ｂ１）は、（メタ）アクリル
酸エステル単位を含んで成る重合体ブロックであって、且つ前記した重合体ブロック（Ａ
１）とは構造の異なる重合体からなるブロックである。（メタ）アクリル酸エステル単位
は、アルキル基に置換基を有していてもよい（メタ）アクリル酸アルキルエステルおよび
／または環状アルキル基に置換基を有していてもよい（メタ）アクリル酸環状アルキルエ
ステルに由来する構造単位であることが好ましい。
　重合体ブロック（Ｂ１）における（メタ）アクリル酸エステルに由来する構造単位の含
有量としても、具体的な用途、要求性能及び光吸収剤等配合する他の成分に応じて、実験
的に最適範囲を選定すれば良い。中でも、本発明の効果の点から、重合体ブロック（Ｂ１
）は、メタクリル酸エステル単位を５０質量％以上の割合で含有することが好ましい。メ
タクリル酸エステル単位は、アルキル基に置換基を有していてもよいメタクリル酸アルキ
ルエステルおよび／または環状アルキル基に置換基を有していてもよいメタクリル酸環状
アルキルエステルに由来する構造単位であることが好ましい。前記メタクリル酸アルキル
エステル、メタクリル酸環状アルキルエステルの具体例としては、メタクリル酸メチル、
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メタクリル酸エチル、メタクリル酸イソプロピル、メタクリル酸ｓｅｃ－ブチル、メタク
リル酸イソブチル、メタクリル酸ｔｅｒｔ－ブチル、メタクリル酸シクロヘキシル、メタ
クリル酸イソボルニル、メタクリル酸２－メトキシエチル、メタクリル酸２－（Ｎ，Ｎ－
ジメチルアミノ）エチル、メタクリル酸トリフルオロメチル、メタクリル酸ｎ－ペンチル
、メタクリル酸ｎ－ヘキシル、メタクリル酸２－エチルヘキシル、メタクリル酸ドデシル
、メタクリル酸トリデシル、メタクリル酸ステアリル、メタクリル酸２－メトキシペンチ
ル、メタクリル酸２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）ペンチル、メタクリル酸パ－フルオロ
ペンチル、メタクリル酸２－トリメトキシシリルペンチルなどを挙げることができる。
【００４６】
　そのうちでも、重合体ブロック（Ｂ１）は、メタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル
、メタクリル酸イソプロピル、メタクリル酸ｓｅｃ－ブチル、メタクリル酸イソブチル、
メタクリル酸ｔｅｒｔ－ブチルなどのアルキル基の炭素数が１～４であるメタクリル酸ア
ルキルエステル；メタクリル酸シクロヘキシル、メタクリル酸イソボルニルなどの環構造
を有するアルキル基を有するメタクリル酸アルキルエステルに由来する構造単位を５０質
量％以上含有する重合体からなるブロックであることが、得られる粘着剤層における光吸
収剤の耐久性向上の点から好ましい。
　特に、メタクリル酸メチルに由来する構造単位を５０質量％以上含有する重合体からな
るブロックであることが、透明性や光吸収剤の耐久性向上の点からより好ましい。
【００４７】
　重合体ブロック（Ｂ１）は、重合体ブロック（Ｂ１）の質量に基づいて、メタクリル酸
エステルに由来する構造単位［メタクリル酸エステル単位］を５０質量％以上の割合で有
することが好ましいが、８０質量％以上、更に９０質量％以上、より更に１００質量％の
割合で有していることが望ましい。重合体ブロック（Ｂ１）におけるメタクリル酸エステ
ル単位の割合が５０質量％未満であると、得られる粘着剤層の接着力や耐衝撃性を損なう
傾向となり、本発明の目的を達成することが困難な場合がある。
【００４８】
　ブロック共重合体中の重合体ブロック（Ｂ１）が５０質量％以下、好ましくは２０質量
％以下、より好ましくは１０質量％以下の割合で有することが好ましい他のモノマー単位
としては、例えば、上述のようなアクリル酸エステル類；上述のようなメタクリルアミド
類；上述のようなアクリルアミド類；上述のようなカルボキシル基を有するビニル系モノ
マー；上述のような芳香族ビニル系モノマー；上述のような共役ジエン系モノマー；上述
のようなオレフィン；上述のようなラクトンなどのモノマーに由来する構造単位を挙げる
ことができる。
【００４９】
　また、多元ブロック共重合体を構成し得る重合体ブロック（Ｃ）は、例えば、上述のよ
うな、メタクリル酸エステル類；アクリル酸エステル類；メタクリルアミド類；アクリル
アミド類；芳香族ビニル系モノマー類；共役ジエン系モノマー類；オレフィン類；ラクト
ン類などのモノマーの１種または２種以上に由来する構造単位を有する重合体ブロックで
あってもよい。
【００５０】
　そのうちでも、重合体ブロック（Ｃ）は、ブロック共重合体中への重合体ブロック（Ｃ
）の導入のし易さ、熱安定性などの点から、メタクリル酸エステル、アクリル酸エステル
、芳香族ビニル系モノマーに由来する構造単位を５０質量％以上含有する重合体ブロック
であることが好ましく、耐熱性などの観点から、メタクリル酸エステルおよび／またはア
クリル酸エステルに由来する構造単位を５０質量％以上含有する重合体ブロックであるこ
とがより好ましい。
【００５１】
　本発明では、多元ブロック共重合体として、接着力、成膜性をバランス良く備え、且つ
光吸収剤の劣化を起こし難い点から、質量平均分子量（Ｍｗ）が５０，０００以上のもの
を用いることが必要であり、更に、質量平均分子量（Ｍｗ）は６０，０００以上であるこ
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とが好ましい。また、流動性の点から、ブロック共重合体の質量平均分子量（Ｍｗ）は、
５００，０００以下、更に３００，０００以下であることが好ましい。かかる点から、本
発明では、ブロック共重合体として質量平均分子量（Ｍｗ）が５０，０００～５００，０
００のものが好ましく用いられ、６０，０００～３００，０００のものがより好ましく用
いられる。
　上記多元ブロック共重合体の質量平均分子量（Ｍｗ）が上記規定未満であって、低い程
、又分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）が下記規定未満であって、広い程、同じ光吸収剤を使用し
た場合でも前記光吸収剤の耐久性は低下する事が判明した。有機系色素、特にジイモニウ
ム系化合物であるＮＩＲ吸収剤等の場合にこの傾向が見られた。
【００５２】
　本発明で用いる多元ブロック共重合体中の重合体ブロック（Ａ１）の分子量は、特には
限定されないが、得られる粘着剤層の接着力、耐衝撃性をバランス良く備える点から、重
合体ブロック（Ａ１）の質量平均分子量（Ｍｗ）は、１０，０００～５００，０００であ
ることが好ましく、２０，０００～３００，０００であることがより好ましい。
　また、本発明で用いる多元ブロック共重合体中の重合体ブロック（Ｂ１）の分子量も特
に制限されないが、得られる粘着剤層の接着力、耐衝撃性をバランス良く備える点から、
重合体ブロック（Ｂ１）の質量平均分子量（Ｍｗ）は、１，０００～５０，０００である
ことが好ましく、５，０００～３０，０００であることがより好ましい。
　また、本発明で用いる多元ブロック共重合体が、重合体ブロック（Ａ１）および重合体
ブロック（Ｂ１）と共に重合体ブロック（Ｃ）を有するテトラブロック以上のブロック共
重合体である場合は、重合体ブロック（Ｃ）の分子量は特に制限されないが、耐熱性や力
学的特性を効果的に発現させるために、重合体ブロック（Ｃ）の質量平均分子量（Ｍｗ）
は１，０００～５０，０００であることが好ましく、１，０００～３０，０００であるこ
とが更に好ましい。
【００５３】
　本発明で用いる多元ブロック共重合体は、質量平均分子量（Ｍｗ）と数平均分子量（Ｍ
ｎ）の比（Ｍｗ／Ｍｎ）で示される分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）が１．５未満であることが
必要であり、１．４以下であることが好ましく、１．３以下であることがより好ましい。
　本発明で用いる多元ブロック共重合体の分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）が１．５未満であっ
て、分子量分布が狭いことにより、得られる粘着剤層の接着力、成膜性、耐衝撃性などが
より向上する上、しかも反応性が高い低分子量ポリマー成分等による光吸収剤を劣化させ
ることを抑制できる。
【００５４】
　なお、本明細書における質量平均分子量（Ｍｗ）および分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）は、
ＧＰＣ（ゲル・パーミエーション・クロマトグラフィー）によりポリスチレン換算分子量
で求めたものである。例えば装置として東ソー株式会社製ＧＰＣ装置「ＨＬＣ－８０２０
」を用い、分離カラムとして、東ソー株式会社製「ＴＳＫｇｅｌ ＧＭＨＸＬ」、「Ｇ４
０００ＨＸＬ」および「Ｇ５０００ＨＸＬ」を直列に連結し、溶離剤としてテトラヒドロ
フランを用い、溶離剤流量：１．０ｍｌ／分、カラム温度：４０℃、検出方法：示差屈折
率（ＲＩ）として測定することができる。
【００５５】
　また、本発明で用いるブロック共重合体中の重合体ブロック（Ａ１）のガラス転移温度
は、－４０℃～５０℃であることが好ましく、更に－３０℃～３０℃であることが、接着
性の点から好ましい。更に、本発明で用いるブロック共重合体中の重合体ブロック（Ｂ１
）のガラス転移温度は、８０℃～１４０℃であることが好ましく、更に１００℃～１２０
℃であることが、接着性の点から好ましい。このようなガラス転移温度をそれぞれ有する
重合体ブロックを組み合わせることにより、重合体ブロック（Ａ１）がよりソフトなセグ
メントとなり、重合体ブロック（Ｂ１）がよりハードなセグメントとなって、ミクロ相分
離構造を形成しやすくなり、接着性と共に成膜性や耐衝撃性が向上しやすい。中でも、前
記重合体ブロック（Ａ１）の示差走査熱量計測定によるガラス転移温度が－４０℃～５０
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℃で且つ、前記重合体ブロック（Ｂ１）の示差走査熱量計測定によるガラス転移温度が１
００℃～１２０℃であり、（Ｂ１）－（Ａ１）－（Ｂ１）のトリブロック構造を有する場
合には、重合体ブロック（Ｂ１）により擬似架橋構造が形成されやすくなり、接着性と共
に耐衝撃性が向上する。
　なおここで、本明細書におけるガラス転移温度は、示差走査熱量計（例えば、ＮＥＴＺ
ＳＣＨ社製、商品名ＤＳＣ２０４　Ｐｈｏｅｎｉｘ）を用い、ＪＩＳ　Ｋ７１２１に準拠
して測定したものである。測定方法は、例えば、測定開始温度は－５０℃、測定終了温度
は２００℃、昇温および冷却速度は２℃／分、そして窒素雰囲気下で実施することができ
る。また、ここでのガラス転移温度とは、各ベース樹脂ラインの延長した直線から縦軸方
向に等距離にある直線と、ガラス転移の階段状変化部分の曲線とが交わる点の温度、すな
わち中間点ガラス転移温度のことを言う。
【００５６】
　本発明で用いるブロック共重合体では、接着性及び耐衝撃性の点でより優れる粘着剤層
が得られる点から、重合体ブロック（Ｂ１）の含有量［重合体ブロック（Ｂ１）を２個有
する場合はその合計質量］が、ブロック共重合体の質量に基づいて、５～３０質量％であ
る［重合体ブロック（Ａ１）の含有量が９５～７０質量％である］ことが好ましく、５～
２２質量％であることがより好ましく、５～２０質量％であることが更に好ましい。
【００５７】
　本発明で用いるブロック共重合体の製法は特に制限されず、質量平均分子量が５０００
０以上で且つ分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）が上記した１．５未満であり、しかも上記した特
性を備える多元ブロック共重合体を製造できれば、いずれの方法で製造したものであって
もよい。そのうちでも、１．５未満の狭い分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）を有する本発明で用
いるブロック共重合体は、アニオン重合法または原子移動ラジカル重合法（ＡＴＲＰ）、
特にアニオン重合法により円滑に製造することができる。
【００５８】
　前記のアニオン重合法としては、分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）の狭い重合体を製造でき、
かつ目的のブロック共重合体を高い純度で製造できることから、例えば、有機アルカリ金
属化合物を重合開始剤としアルカリ金属またはアルカリ土類金属の塩などの鉱酸塩の存在
下でアニオン重合する方法（特公平７－２５８５９号公報参照）、有機アルカリ金属化合
物を重合開始剤とし有機アルミニウム化合物の存在下でアニオン重合する方法（特開平１
１－３３５４３２号公報参照）、有機希土類金属錯体を重合開始剤としてアニオン重合す
る方法（特開平６－９３０６０号公報参照）などが挙げられる。
　前記アニオン重合による場合は、より分子量分布の狭い重合体を製造でき、残存モノマ
ーが少なく、しかも分子構造が高シンジオタクチックなものとなり、生成するブロック共
重合体のガラス転移温度（Ｔｇ）が高くなるなどの利点がある。かかる点から、本発明で
は、ブロック共重合体としてアニオン重合によって得られるブロック共重合体が好ましく
用いられる。そのうちでも、極低温ではなくて比較的高い温度でアニオン重合を行うこと
ができ、それによりブロック共重合体を製造する際の環境負荷（主に重合温度を制御する
ための冷凍機代）が少なくて済む点から、有機アルミニウム化合物の存在下でアニオン重
合して得られるブロック共重合体が好ましく用いられる。
【００５９】
　本発明で用いるブロック共重合体をアニオン重合によって製造するに当っては、例えば
、前記した特開平１１－３３５４３２号公報などに記載されているような、有機リチウム
化合物、および特定の有機アルミニウム化合物の存在下に、必要に応じてＮ，Ｎ，Ｎ’，
Ｎ”，Ｎ”－ペンタメチルジエチレントリアミンやその他の３級アミン；１，２－ジメト
キシエタンや１２－クラウン－４等のクラウンエーテルなどのエーテルを更に用いて、ブ
ロック共重合体中の各重合体ブロックを形成するアクリル酸エステルモノマーまたは（メ
タ）アクリル酸エステルモノマーを逐次重合させる方法などを採用することができる（特
許文献３参照）。
【００６０】
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（２）特定のアクリル系共重合体から成る粘着剤ベース樹脂（Ｉ―ｂ）
　本発明に用いられる特定のアクリル系共重合体から成る粘着剤ベース樹脂（Ｉ－ｂ）は
、水酸基を有する（メタ）アクリレートの単量体（モノマーとも呼称。以下単に（メタ）
アクリレートとも略称する。）から誘導される繰り返し単位と、水酸基を有し、実質的に
カルボキシル基及びアミド基を含まないものから成る。
　本発明の水酸基含有アクリル系共重合体は、水酸基を有する（メタ）アクリレートを必
須の構成成分とし、必要に応じてその他の単量体からなる単量体成分を共重合してなるも
のであり、実質的にカルボキシル基及びアミド基を含まないものである。
　水酸基を有する（メタ）アクリレートと、その他の単量体の１種としてカルボキシル基
やアミド基を有する単量体を共重合した場合、本発明の目的である所望の光学フィルタ機
能を達成するような光吸収剤を含有させても、長時間の使用、特に高温高湿下で光吸収剤
が劣化し難く、分光特性変化が起こり難い光学フィルタ機能の安定性が高い粘着剤層を得
ることができないので好ましくない。なおここで「実質的に含まない」とは、アクリル系
共重合体に、例えば共重合などの手段によって意図的に組み込まれていないことを意味す
るものであり、アクリル系重合体が、例えば重合反応中または得られた共重合体の貯蔵・
輸送などの過程で、アクリル酸エステル単量体またはアクリル系共重合体の一部が加水分
解を起こすなどして微量含有する結果になっても、該カルボキシル基やアミド基の量が、
上記光吸収剤の劣化が実用上無視し得る程度の場合は、本発明に於ける「カルボキシル基
やアミド基を実質的に含まない」状態と見做すものとする。通常、酸価が０．５以下の量
であれば、実質的に含まないと言える。
【００６１】
　水酸基を有する（メタ）アクリレートとしては、例えば、２－ヒドロキシエチル（メタ
）アクリレート、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピ
ル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシ
ブチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、グリセリン
（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールモノ（メタ）アクリレート（ＣＨ２ＣＨ

２Ｏユニットの繰り返しが１～６のものが好ましい）ｎ＝１～６）、水酸基末端ウレタン
（メタ）アクリレート等が挙げられる。中でも、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレ
ート、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）
アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシブチル（メ
タ）アクリレート、２－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、グリセリン（メタ）ア
クリレートが好ましく、これらは２種以上を用いることができる。
　水酸基を有する（メタ）アクリレートとしては、中でも、水酸基を有するメタクリレー
トが好ましく、中でも好適なものとしては、２－ヒドロキシエチルメタクリレート、３－
ヒドロキシプロピルメタクリレート、２－ヒドロキシプロピルメタクリレート、４－ヒド
ロキシブチルメタクリレート、３－ヒドロキシブチルメタクリレート、２－ヒドロキシブ
チルメタクリレート、グリセリンメタクリレート等が挙げられる。
【００６２】
　なお、本発明において、水酸基を有するメタクリレートと水酸基を含有するアクリレー
トとを併用する場合には、水酸基を有するメタクリレートを、水酸基を有するメタクリレ
ートと水酸基を含有するアクリレートの合計量に対して５０重量％以上用いることが好ま
しく、６０重量％以上用いることがより好ましい。
【００６３】
　前記水酸基含有単量体（水酸基を有するメタクリレート及び／又は水酸基を含有するア
クリレート）の使用量は、単量体成分１００重量％中０．０１～５０重量％とすることが
好ましく、より好ましくは０．１～３０重量％、さらに好ましくは０．２～１０重量％と
するのが良い。０．０１重量％未満であると、再剥離性が得られにくくなり、一方、５０
重量％を超えると粘着剤層が固くなり再剥離性が得られにくくなる。また、重合安定性が
不良となる等の問題を招くので好ましくない。
【００６４】
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　アクリル系共重合体を構成し得る、上記水酸基を有するメタクリレート以外のその他の
単量体としては、具体的には、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）ア
クリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、ｔ－
ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、シクロヘキシ
ル（メタ）アクリレート、ヘプチル（メタ）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレー
ト、イソオクチル（メタ）アクリレート、ノニル（メタ）アクリレート、イソノニル（メ
タ）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、ドデシル（メタ）アクリレート、アミ
ル（メタ）アクリレート、ｎ－ラウリル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリ
レート、イソボルニル（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリル酸エステル；スチレン
、α－メチルスチレン、ビニルトルエン等の芳香族不飽和単量体、ブタジエン、イソプレ
ン等の炭化水素系不飽和単量体；クロロプレン、塩化ビニル等のハロゲン原子含有不飽和
単量体；（メタ）アクリロニトリル等の不飽和シアン化合物；酢酸ビニル、酪酸ビニル等
のビニルエステル；トリフルオロエチル（メタ）アクリレート、テトラフルオロプロピル
（メタ）アクリレート等のフッ素原子含有不飽和単量体；ビニルメチルエーテル、ビニル
エチルエーテル等のビニルエーテル；γ－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン等
のけい素原子含有不飽和単量体；グリシジル（メタ）アクリレート、α－メチルグリシジ
ル（メタ）アクリレート等のエポキシ基含有不飽和単量体：エチレングリコールジアクリ
レート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、ポリプロピレングリコールジアクリレ
ート等の多官能性不飽和単量体等が挙げられる。これらのその他の単量体としては、１種
類のみを用いても良いし、２種類以上を併用しても良い。
【００６５】
　本発明で用いられる水酸基含有アクリル系共重合体の質量平均分子量（Ｍｗ）は、５０
，０００～１，０００，０００であることが好ましく、より好ましくは１００，０００～
８００，０００、さらに好ましくは１００，０００～５００，０００であるのがよい。水
酸基含有アクリル系共重合体の質量平均分子量が５０，０００未満であると、再剥離性と
接着力のバランスが悪化する恐れがある。一方、水酸基含有アクリル系共重合体の質量平
均分子量が１，０００，０００を超えると、重合安定性が悪くなるので好ましくない。
【００６６】
　前記水酸基含有アクリル系共重合体のガラス転移温度は、耐久性があり被着体への接着
力と、再剥離性のバランスをとる点において、－５０℃～＋１０℃であることが好ましく
、－４０℃～－１０℃であることがより好ましい。ガラス転移温度が－５０℃未満である
と、耐久性が低下する傾向があり、一方、＋１０℃を超えると、常温で接着性が発現しな
いことがあるため、好ましくない。
【００６７】
　このような水酸基含有アクリル系共重合体は種々の方法で得ることができる。例えば、
アゾ系化合物や過酸化物などの重合開始剤を用い溶液中で重合する溶液重合方法、エマル
ション重合方法や塊状重合方法、光開始剤を用いて光や放射線を照射して行う重合方法な
ど慣用の重合方法を採用することができるが、処理工程が比較的簡単で且つ短時間で行え
る事から溶液重合により重合することが好ましい。
【００６８】
　溶液重合は、一般的に重合槽内に所定の有機溶媒、単量体、重合開始剤、及び必要に応
じて用いられる連鎖移動剤を仕込み、窒素気流下中又は有機溶媒の還流温度で、撹拌しな
がら数時間加熱反応させることにより行なわれる。この場合に、有機溶媒、単量体、重合
開始剤及び／又は連鎖移動剤の少なくとも一部を逐次添加しても良い。
　溶液重合では、分解してラジカルを発生させる重合開始剤を用いて重合させる方法（ラ
ジカル重合方法）を好適に採用することができる。このようなラジカル重合では、通常の
ラジカル重合に用いられる重合開始剤を使用することができる。
【００６９】
＜特定の低分子量のポリマー（ＩＩ）＞
　本発明に用いられる芳香族環を有する繰り返し単位を含み、質量平均分子量が１５，０
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００以下である低分子量のポリマー（ＩＩ）は、粘着剤層を形成したときに耐湿熱性を向
上させることができる成分である。その理由は、後述する光吸収剤（ＩＩＩ）の加熱加湿
時の動きを抑制することにより、凝集や分散状態の変化を抑制し、光吸収剤が劣化し難く
なるためであると推定される。
　本発明に用いられる低分子量のポリマー（ＩＩ）は、分子量が小さいため、前記特定の
アクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）への相溶性がよく、光吸収剤を均一に溶解又は分散可
能にし、光吸収剤の劣化を抑制することができると考えられる。また、前記低分子量のポ
リマー（ＩＩ）は、疎水性であるため、水分吸収が抑制され、水分による光吸収剤の劣化
反応を阻止することができると考えられる。また、前記低分子量のポリマー（ＩＩ）は、
光吸収剤の劣化抑制の点から、立体的に嵩高い芳香族環を有するものが用いられる。前記
低分子量のポリマー（ＩＩ）が、立体的に嵩高い基を有することで立体障害が生じ、光吸
収剤の凝集や分散状態の変化を抑制でき、更に光吸収剤との化学反応を阻止することがで
きると考えられる。
【００７０】
　本発明に用いられる低分子量のポリマー（ＩＩ）としては、表示装置に用いる光学フィ
ルタ機能を有する層に用いられることから、可視光域の光に対する透過性が高いことが好
ましい。具体的には、可視光域３８０～７８０ｎｍにおける平均光透過率が５０％以上で
あることが好ましく、７０％以上であることがよりに好ましく、８５％以上であることが
さらに好ましい。なお、光透過率の測定は、紫外可視分光光度計（例えば、（株）島津製
作所製　ＵＶ－３１００ＰＣ）を用い、室温、大気中で測定した値を用いる。
【００７１】
　また、本発明に用いられる低分子量のポリマー（ＩＩ）は、前記特定のアクリル系粘着
剤ベース樹脂（Ｉ）と相溶性が高いものであることが好ましい。
　具体的には、前記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）と前記低分子量のポリマー
（ＩＩ）との混合物からなる、膜厚２５μｍの塗膜を形成し、ＪＩＳ　Ｋ７１０５－１９
８１に準拠したヘイズ値を測定したときに、ヘイズ値が４０以下となるようなポリマー（
ＩＩ）を選択し、ヘイズ値が４０以下となる混合割合で用いられることが好ましい。当該
ヘイズ値はより好ましくは３０以下、特に好ましくは２０以下である。
【００７２】
　また、本発明で用いられる低分子量のポリマー（ＩＩ）は、光吸収剤の劣化を抑制する
点から、酸価が４０以下であることが好ましく、更に酸価が２０以下であることが好まし
い。ここでの酸価は試料１ｇ中に含有する遊離脂肪酸や樹脂酸などを中和するのに必要と
する水酸化カリウムのｍｇ数であり、ＪＩＳ　Ｋ００７０－１９９２に準拠した方法にて
測定することができる。
【００７３】
　前記低分子量のポリマー（ＩＩ）は、可視光域３８０～７８０ｎｍにおける平均光透過
率が５０％以上であり、且つ、前記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）との相溶性
及び透明性が良好なものを用いる観点から、例えば、スチレン、又はスチレン誘導体の構
造を繰り返し単位として有するホモポリマー、又はコポリマーを用いることが好ましい。
　スチレン、又はスチレン誘導体の構造を繰り返し単位として有するホモポリマーとして
は、例えば、ポリスチレンが挙げられる。また、スチレン、又はスチレン誘導体の構造を
繰り返し単位として有するコポリマーを用いることができる。
【００７４】
　前記低分子量のポリマー（ＩＩ）は、前記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）の
ブロック構造の構成単位となり得る（メタ）アクリル酸エステル単位を有するポリマーで
あることが、光学フィルタとしての透明性を確保する点から好ましい。（メタ）アクリル
酸エステル単位としては、前記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）で挙げたのと同
様の繰り返し単位を用いることができる。中でも、アルキル基に置換基を有していてもよ
い（メタ）アクリル酸アルキルエステルおよび／または環状アルキル基に置換基を有して
いてもよい（メタ）アクリル酸環状アルキルエステルに由来する構造単位が含まれること
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が好ましい。これらの具体例としては、前記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）で
挙げたのと同様の繰り返し単位が挙げられる。
【００７５】
　中でも、前記低分子量のポリマー（ＩＩ）は、メタクリル酸アルキルエステル単位を有
するポリマーであることが、前記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）との相溶性及
び透明性の点から好ましい。
【００７６】
　なお、本発明に用いられる低分子量のポリマー（ＩＩ）として、（メタ）アクリル酸エ
ステル単位等の繰り返し単位を含む場合には、前記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（
Ｉ）で挙げたのと同様のその他のモノマー単位を含んでいても良い。しかしながら、低分
子量のポリマー（ＩＩ）が光吸収剤を劣化させることを抑制する点からは、カルボキシル
基やアミド基を実質的に含まないことが好ましい。なおここで「実質的に含まない」とは
、（メタ）アクリル酸エステル単位を有するモノマーに、例えば共重合などの手段によっ
て意図的に組み込まれていないことを意味するものであり、（メタ）アクリル酸エステル
単位を有するモノマーが、例えば重合反応中または得られた共重合体の貯蔵・輸送などの
過程で、アクリル酸エステル単量体または（メタ）アクリル酸エステル単位を有するモノ
マーの一部が加水分解を起こすなどして微量含有する結果になっても、カルボキシル基や
アミド基の量が、上記光吸収剤の劣化が実用上無視し得る程度の場合には、本発明に於け
る「カルボキシル基やアミド基を実質的に含まない」状態と見做すものとする。通常、酸
価２０以下の量であれば、実質的に含まないと言える。
【００７７】
　以上のような点から、前記低分子量のポリマー（ＩＩ）として好適な具体例としては、
ポリ‐α‐メチルスチレン、ポリスチレン等が挙げられる。
【００７８】
　本発明に用いられる低分子量のポリマー（ＩＩ）のガラス転移温度は、耐熱性の点から
０℃以上であることが好ましく、更に１０℃以上であることが好ましい。また、前記低分
子量のポリマー（ＩＩ）は、芳香族環を有するため、例えば、同じガラス転移温度を有す
るアクリル系樹脂よりも、高温高湿下での光吸収剤の劣化抑制に優れている。
【００７９】
　また、本発明に用いられる低分子量のポリマー（ＩＩ）としては、使用する光吸収剤（
ＩＩＩ）の良溶媒に溶解性を有するものであることが好ましい。ここでの溶解性とは、具
体的には、２５℃において低分子量のポリマー（ＩＩ）が５質量％以上の濃度で前記光吸
収剤（ＩＩＩ）の良溶媒に溶解することをいい、好ましくは２５℃において低分子量のポ
リマー（ＩＩ）が１０質量％以上の濃度で前記溶媒に溶解することをいう。また、光吸収
剤（ＩＩＩ）の良溶媒とは、具体的には、２５℃において光吸収剤（ＩＩＩ）が０．０１
質量％以上の濃度で溶解する溶媒をいい、好ましくは２５℃において光吸収剤（ＩＩＩ）
が０．０５質量％以上の濃度で溶解する溶媒をいう。
　選択される光吸収剤（ＩＩＩ）によっては、前記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（
Ｉ）の良溶媒に溶け難い場合があり、この場合は光吸収剤（ＩＩＩ）が前記特定のアクリ
ル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）中で良好に分散されず、層中で光吸収剤（ＩＩＩ）が動きや
すく、凝集したり、又は分散状態が変化し、劣化し易くなると考えられる。それに対し、
上記のように低分子量のポリマー（ＩＩ）が、使用する光吸収剤（ＩＩＩ）の良溶媒に良
好な溶解性を示す場合には、選択される光吸収剤（ＩＩＩ）と低分子量のポリマー（ＩＩ
）の混合溶液を予め調製することができる。この場合には、光吸収剤（ＩＩＩ）が、低分
子量のポリマー（ＩＩ）中で良好に分散され、且つ低分子量のポリマー（ＩＩ）の耐湿熱
性が高いことにより、湿度の影響を受け難く、加熱加湿時にも光吸収剤（ＩＩＩ）が動き
難いため、凝集し難く、より劣化し難くなると考えられる。
【００８０】
　また、本発明に用いられる低分子量のポリマー（ＩＩ）の質量平均分子量は、前記特定
のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）との相溶性の点から、５００～１５，０００である
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ことが好ましく、５００～１０，０００であることがより好ましく、８００～１０，００
０であることが更に好ましい。低分子量のポリマー（ＩＩ）の質量平均分子量が、１５，
０００を超えると、ベースの粘着剤と相溶しにくくなるので好ましくない。
【００８１】
　また、本発明に用いられる前記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）と低分子量の
ポリマー（ＩＩ）の含有量は、透明性や接着性の点から適宜選択されれば良く、特に限定
されないが、通常、粘着性と透明性のバランスの点から、本発明に用いられる低分子量の
ポリマー（ＩＩ）は、前記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）１００重量部に対し
て、０．０１～５０重量部であることが好ましく、０．０５～４０重量部であることが特
に好ましい。
【００８２】
＜光吸収剤（ＩＩＩ）＞
　本発明において用いられる所定波長域の光吸収を有する光吸収剤は、表示装置から放射
される不要又は都合の悪い発光成分を除去して、表示色を鮮明にすること等を目的として
使用されるものである。目的に応じて、３８０ｎｍ以上１１００ｎｍ以下に吸収極大を有
する光吸収剤が適宜用いられる。具体的には、少なくとも８００～１１００ｎｍに吸収極
大を有する近赤外線吸収剤、少なくとも５７０～６１０ｎｍに吸収極大を有するネオン光
吸収することを目的とするネオン光吸収剤、又は少なくとも３８０～５７０ｎｍ若しくは
６１０～７８０ｎｍに吸収極大を有する色調調整を目的とする光吸収剤（色素）（以下、
「色補正色素」と呼ぶ。）等が挙げられる。これらの光吸収剤は単独で用いても、２種類
以上を組み合わせて用いてもよい。
【００８３】
　［近赤外線吸収剤］
　近赤外線吸収剤としては、８００～１１００ｎｍの波長を吸収できるものであるならば
、任意の化合物の中から選択することができる。中でも、８００ｎｍ～１１００ｎｍの波
長領域を吸収し、且つ可視光領域、即ち、３８０ｎｍ～７８０ｎｍの波長領域では吸収が
少なくて十分な光線透過率を有する近赤外線吸収剤が好ましい。
【００８４】
　少なくとも８００～１１００ｎｍの波長領域内に吸収最大波長を有する近赤外線吸収剤
としては、具体的には、ポリメチン系化合物、シアニン系化合物、フタロシアニン系化合
物、ナフタロシアニン系化合物、ナフトキノン系化合物、アントラキノン系化合物、ジチ
オール系化合物、インモニウム系化合物、ジイモニウム系化合物、アミニウム系化合物、
ピリリウム系化合物、セリリウム系化合物、スクワリリウム系化合物、銅錯体類、ニッケ
ル錯体類、ジチオール系金属錯体類の有機系近赤外線吸収剤、酸化スズ、酸化インジウム
、酸化マグネシウム、酸化チタン、酸化クロム、酸化ジルコニウム、酸化ニッケル、酸化
アルミニウム、酸化亜鉛、酸化鉄、酸化アンモン、酸化鉛、酸化ビスマス、酸化ランタン
等の無機系近赤外線吸収剤、を１種、又は２種以上を併用することができる。ここで、「
系化合物」とは、例えばアントラキノン系化合物の場合、アントラキノン誘導体をいう。
　中でも、アントラキノン系化合物、ナフトキノン系化合物、フタロシアニン系化合物、
ジイモニウム系化合物が好ましい。その中でも、フタロシアニン系化合物及び／又はジイ
モニウム系化合物が好ましい。
　ジイモニウム系化合物は、近赤外領域、特に９００～１１００ｎｍの波長領域の吸収が
大きく、吸収域が広く、可視域の透過率も高い点から好ましい。また、フタロシアニン系
化合物は、吸収域が８００～１０００ｎｍであるため、ジイモニウム系化合物と組み合わ
せた場合に更に近赤外領域の吸収域を拡大させることができ、且つ比較的耐久性が高い点
から好ましい。フタロシアニン系化合物とジイモニウム系化合物を併用すると、上記利点
を兼ね備えることが可能になり、特に好ましい。
　元来、近赤外線吸収剤を添加した粘着剤層において劣化傾向が顕著であった有機系色素
、特にジイモニウム系化合物などを、本発明において上記特定のブロック共重合体と組み
合わせて用いることにより、耐久性が向上し、好適に用いることが可能になる。
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【００８５】
　ジイモニウム系化合物としては、具体的には下記式（１）で表されるジイモニウム化合
物が挙げられる。
【００８６】
【化１】

（式中、Ｒ1～Ｒ8は、水素原子、アルキル基、アリール基、アルケニル基、アラルキル基
、又はアルキニル基を表し、それぞれ同じであっても、異なっていても良い。Ｒ9～Ｒ12

は、水素原子、ハロゲン原子、アミノ基、シアノ基、ニトロ基、カルボキシル基、アルキ
ル基、又はアルコキシ基を表し、それぞれ同じであっても、異なっていても良い。Ｒ1～
Ｒ12で置換基を結合できるものは置換基を有しても良い。Ｘ-は陰イオンを表す。）
【００８７】
　前記式（１）中のＲ１～Ｒ８の具体例として、置換基を有していても良いアルキル基と
してはメチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、ｉｓｏ－プロピル基、ｎ－ブチル基、ｉｓ
ｏ－ブチル基、ｔｅｒ－ブチル基、ｎ－アミル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－オクチル基、２
－ヒドロキシエチル基、２－シアノエチル基、３－ヒドロキシプロピル基、３－シアノプ
ロピル基、メトキシエチル基、エトキシエチル基、ブトキシエチル基などが挙げられる。
また、置換基を有していてもよいアリール基としてはフェニル基、フルオロフェニル基、
クロロフェニル基、トリル基、ジエチルアミノフェニル基、ナフチル基などが挙げられる
。また、置換基を有していてもよいアルケニル基としては、ビニル基、プロペニル基、ブ
テニル基、ペンテニル基などが挙げられる。また、置換基を有していてもよいアラルキル
基としては、ベンジル基、ｐ－フルオロベンジル基、ｐ－クロロフェニル基、フェニルプ
ロピル基、ナフチルエチル基などが挙げられる。これらの中でもｉｓｏ－プロピル基、ｉ
ｓｏ－ブチル基、ｔｅｒ－ブチル基などの分岐鎖状アルキル基であることが、ジイモニウ
ム系化合物の熱分解点を上昇させ、耐久性を向上させる点から好ましい。Ｒ１～Ｒ８の少
なくとも一つが分岐鎖状アルキル基であることが好ましく、Ｒ１～Ｒ８の全てが分岐鎖状
アルキル基であることがより好ましい。
また、Ｒ９～Ｒ１２としては、水素、フッ素、塩素、臭素、ジエチルアミノ基、ジメチル
アミノ基、シアノ基、ニトロ基、メチル基、エチル基、プロピル基、トリフルオロメチル
基、メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基などが挙げられる。
【００８８】
　Ｘ－は、無機の１価陰イオンとして、例えば、フッ素イオン、塩素イオン、臭素イオン
、ヨウ素イオン等のハロゲンイオン、チオシアン酸イオン、ヘキサフルオロアンチモン酸
イオン、過塩素酸イオン、過ヨウ素酸イオン、硝酸イオン、テトラフルオロホウ酸イオン
、ヘキサフルオロリン酸イオン、モリブデン酸イオン、タングステン酸イオン、チタン酸
イオン、バナジン酸イオン、リン酸イオン、ホウ酸イオン等が挙げられる。また、Ｘ－は
有機酸の１価陰イオンとして、例えば、酢酸イオン、乳酸イオン、トリフルオロ酢酸イオ
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ン、プロピオン酸イオン、安息香酸イオン、シュウ酸イオン、コハク酸イオン、ステアリ
ン酸イオン等の有機カルボン酸イオン、メタンスルホン酸イオン、トルエンスルホン酸イ
オン、ナフタレンモノスルホン酸イオン、クロロベンゼンスルホン酸イオン、ニトロベン
ゼンスルホン酸イオン、ドデシルベンゼンスルホン酸イオン、ベンゼンスルホン酸イオン
、エタンスルホン酸イオン、トリフルオロメタンスルホン酸イオン等の有機スルホン酸イ
オン、テトラフェニルホウ酸イオン、ブチルトリフェニルホウ酸イオン等の有機ホウ酸イ
オン等が挙げられ、更に、ビスクロロメタンスルホニルイミド酸イオン、ビスジクロロメ
タンスルホニルイミド酸イオン、ビストリクロロメタンスルホニルイミド酸イオン、ビス
フルオロスルホニルイミド酸イオン、ビスジフルオロメタンスルホニルイミド酸イオン、
ビストリフルオロメタンスルホニルイミド酸イオン、ビスペンタフルオロエタンスルホニ
ルイミド酸イオン、等のスルホニルイミド酸イオンが挙げられる。中でも、スルホニルイ
ミド酸イオンが、強い電子吸引性によってイオン性化合物であるジイモニウム化合物を安
定化し、結果として耐久性を向上させる点から好ましい。この中でも特にビストリフルオ
ロメタンスルホニルイミド酸イオンが好ましい。ただし、本発明では上記で挙げたものに
限定されるものではない。
【００８９】
　これらジイモニウム化合物の一部は市販品として入手可能であり、例えば日本化薬株式
会社製、ＫａｙａｓｏｒｂＩＲＧ－０２２、ＩＲＧ－０６８等を好適に用いることができ
る。
【００９０】
　近赤外線吸収剤は、１種、又は２種以上混合して使用することができる。近赤外線吸収
剤の種類や添加量は、近赤外線吸収剤の吸収波長や吸収係数や、色調及び要求される透過
率などによって適宜選択すればよい。例えば、近赤外線吸収剤の添加量は、粘着剤層中に
０．００１～１５質量％程度添加することができる。
【００９１】
　［ネオン光吸収剤］
　ネオン光吸収剤としては、５７０～６１０ｎｍの波長を吸収できるものであるならば、
任意の化合物の中から選択することができる。５７０～６１０ｎｍの波長領域（Ｎｅ光領
域）を吸収し、且つ該波長領域を除いた可視光領域３８０ｎｍ～７８０ｎｍの波長領域中
ではなるべく吸収が少なくて十分な光線透過率を有するネオン光吸収剤が好ましい。
　ネオン光吸収剤としては、少なくとも５７０～６１０ｎｍの波長領域内に光線透過率の
吸収極大を有する色素として従来から利用されてきた色素、例えば、シアニン系、オキソ
ノール系、メチン系、サブフタロシアニン系若しくはポルフィリン系等を挙げることがで
きる。
【００９２】
　ネオン光吸収剤は、１種、又は２種以上混合して使用することができる。ネオン光吸収
剤の種類や添加量は、ネオン光吸収剤の吸収波長や吸収係数や、色調及び要求される透過
率などによって適宜選択すればよい。例えば、ネオン光吸収剤の添加量は、粘着剤層中に
０．００１～１５質量％程度添加することができる。
【００９３】
　［色補正色素］
　色補正色素は、表示画像を好みの色調（天然色、或いは天然色から多少偏移した色）に
補正する為の色素である。このような色補正色素としては、有機系色素、無機系色素など
を１種単独使用、又は２種以上併用することができる。
　色補正色素として用いることのできる公知の色素としては、特開２０００－２７５４３
２号公報、特開２００１－１８８１２１号公報、特開２００１－３５００１３号公報、特
開２００２－１３１５３０号公報等に記載の色素が好適に使用できる。更にこのほかにも
、黄色光、赤色光、青色光等の可視光を吸収するアントラキノン系、ナフタレン系、アゾ
系、フタロシアニン系、ピロメテン系、テトラアザポルフィリン系、スクアリリウム系、
シアニン系等の色素を使用することができる。
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　色補正色素の種類や添加量は、色補正色素の吸収波長や吸収係数や、色調及び要求され
る透過率などによって適宜選択すればよい。例えば、色補正色素の添加量は、粘着剤層中
に０．００１～１５質量％程度添加することができる。
【００９４】
　本発明における粘着剤組成物又は粘着剤層の中には、表示装置から放射される不要な発
光成分を除去して、表示色を鮮明にすることを目的として使用される光吸収剤の他に、当
該光吸収剤が外光の紫外線により劣化することを防止するための紫外線吸収剤を含有して
も良い。紫外線吸収剤としては、波長４００ｎｍ以下の紫外線を吸収可能な化合物、例え
ば、２－（２'－ヒドロキシ－５'－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール等のベンゾトリ
アゾール系；２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン等のベンゾフェノン系；フェニルサリ
シレート等のサリシレート系；ヘキサデシル－２，５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベン
ゾエート等のベンゾエート系等の有機系紫外線吸収剤や、酸化チタン、酸化亜鉛、酸化セ
リウム、酸化鉄、硫酸バリウム等の無機系紫外線吸収剤が挙げられる。
【００９５】
＜その他の成分＞
　本発明に係る粘着剤組成物及び粘着剤層には、上記本発明の効果が損なわれない限り、
更に、粘着付与剤、可塑剤、酸化防止剤、充填剤、シランカップリング剤等を１種以上含
有させても良い。また、本発明に係る粘着剤組成物及び粘着剤層には、上記本発明の効果
が損なわれない限り、イソシアネート化合物等の架橋剤を含有させることも排除するもの
ではない。
　粘着付与剤としては、例えば、ロジンエステル、ガムロジン、トール油ロジン、水添ロ
ジンエステル、マレイン化ロジン、不均化ロジンエステルなどのロジン誘導体；テルペン
フェノール樹脂などを主体とするテルペン系樹脂；（水添）石油樹脂、クマロン‐インデ
ン系樹脂、水素化芳香族コポリマー、スチレン系樹脂、フェノール系樹脂、キシレン系樹
脂などを挙げることができる。可塑剤としては、例えばオリゴアクリレート系等が挙げら
れる。また、酸化防止剤としては、ベンゾトリアゾール系化合物等が挙げられる。ベンゾ
トリアゾール系化合物は、導電体メッシュ層と直接接触する箇所に用いられる場合、導電
体メッシュ層が酸化され色変化するのを防ぐのに好適である。
【００９６】
　また、本発明に係る粘着剤組成物には、前記各成分を溶解乃至分散させるための溶剤が
含まれていても良い。溶剤としては、本発明の必須成分の前記特定のアクリル系粘着剤ベ
ース樹脂（Ｉ）、前記低分子量のポリマー（ＩＩ）、及び光吸収剤（ＩＩＩ）を均一に溶
解又は分散可能なものであれば特に限定されず、１種又は２種以上を適宜選択して用いる
ことができる。具体的には例えば、トルエン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケ
トン、酢酸エチル等が挙げられるが、これら以外のものであっても良い。
【００９７】
　本発明に係る粘着剤組成物は、例えば、各必須成分、各所望成分、及び必要に応じて溶
剤を任意の順序で混合し、必要に応じて適切に分散処理することにより得られる。
　また、必須成分の前記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）、前記低分子量のポリ
マー（ＩＩ）、及び光吸収剤（ＩＩＩ）の全てが良好に溶解する溶剤がない場合には、例
えば、前記低分子量のポリマー（ＩＩ）及び光吸収剤（ＩＩＩ）をそれぞれ、又は同時に
、共通の良溶媒に溶解して溶液を調製し、別途、必須成分の前記特定のアクリル系粘着剤
ベース樹脂（Ｉ）を当該アクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）の良溶媒に溶解させた溶液を
調製し、上記各溶液を混合することにより組成物を調製しても良い。或いは、前記特定の
アクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）、前記低分子量のポリマー（ＩＩ）、及び光吸収剤（
ＩＩＩ）の各成分の良溶媒にそれぞれ溶解して、各溶液を調製し、各溶液を混合すること
により組成物を調製しても良い。均一な組成物を調製するためには、上記各成分をそれぞ
れ溶解させた各溶液に用いられた溶媒は、溶媒自体が均一に混合する溶剤を選択すること
が好ましく、なるべく共通の溶剤を用いたり、共通の溶剤が含まれる混合溶剤を用いるこ
とが好ましい。
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【００９８】
　《粘着剤層》
　本発明の粘着剤層は、合目的な任意の方法によって形成することができる。光吸収剤及
びブロック共重合体等の劣化防止を図るために光吸収剤及びブロック共重合体等の劣化原
因となる有害成分を使用せず、あるいは使用量が少なくて、かつ過度の温度や圧力を必要
としない方法によって形成することが好ましい。そのような方法の一つとして、上記本発
明に係る光学フィルタ用粘着剤組成物を用いて、当該組成物を必要に応じて更に溶剤に溶
解させて、離型フィルム上や後述するような機能層上に塗布、あるいは押し出して、必要
に応じて乾燥して形成する方法が挙げられる。
【００９９】
　上記光吸収剤（ＩＩＩ）、上記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）、及び上記低
分子量のポリマー（ＩＩ）が均一に溶解又は分散された粘着剤組成物を支持体上に塗布す
る方法としては、例えば、浸漬、吹き付け、刷毛塗り、マイヤーバーコーティング、ドク
ターブレードコーティング、グラビアコーティング、グラビアリバースコーティング、キ
スリバースコーティング、３本ロールリバースコーティング、スリットリバースダイコー
ティング、ダイコーティング、もしくはコンマコーティング等の各種コーティングの方式
を用いることができる。
【０１００】
　本発明の粘着剤層の厚さとしては、目的に応じて適宜選択され、特に限定されないが、
通常乾燥時の厚さが１０～５，０００μｍとなる範囲で選択される。２層以上の機能層を
接着させたり、表示装置の前面ガラス板に直接貼り付ける粘着剤層とする場合には、乾燥
時の厚さが１０～５０μｍとなるようにすることが好ましい。表示装置の前面ガラス板に
直接貼り付け、なお且つ、耐衝撃層としても機能するように高い衝撃性を達成することを
目的とする場合には、乾燥時の厚さが５０～５，０００μｍとなるようにすることが好ま
しい。より好ましくは、７５～３，０００μｍであり、特に好ましくは１００～１，００
０μｍである。粘着剤層の厚さを増すことで、耐衝撃性を付与することも可能である。
【０１０１】
　本発明の粘着剤層は、粘着剤層として使用される際には単層であるが、流通時には、シ
リコーン樹脂又はフッ素系樹脂が塗布されたＰＥＴ等の離型フィルム等が層の両面又は片
面に貼り付けられていても良い。
【０１０２】
　また、本発明の粘着剤層は、上記８００ｎｍ～１１００ｎｍの波長領域での近赤外線の
吸収量が、透過率でいえば３０％以下、更に好ましくは１０％以下となるように、ＮＩＲ
吸収剤の種類、ＮＩＲ吸収剤の粘着剤層中での含有量、及び粘着剤層の厚み等を設定する
のが好ましい。中でも、８２５ｎｍにおける透過率が２０％以下、８５０ｎｍにおける透
過率が２０％以下、８８０ｎｍにおける透過率が５％以下、で且つ、９８０ｎｍにおける
透過率が５％以下であることが好ましい。
　また、粘着剤層は、上記Ｎｅ光領域の中心波長を５９０ｎｍとすれば、該５９０ｎｍに
おける光線の透過率が５０％以下になるように、Ｎｅ光吸収剤、Ｎｅ光吸収剤の粘着剤層
中での含有量、及び粘着剤層の厚み等を設定するのが好ましい。
【０１０３】
　本発明の粘着剤層は、半永久的な使用に耐え得るように自然な剥がれやズレが生じず、
且つ、貼りつけ後も自重を超える十分強い力で意図的に剥がせば、平滑な面からは比較的
容易に剥がすことができる程度の接着性を有することが好ましく、乾燥膜厚が２５μｍの
塗膜のガラス密着性が、０．５～３０Ｎ／２５ｍｍであることが好ましい。ここで上記ガ
ラス密着性は、ＪＩＳ　Ｚ０２３７－２０００の試験に準拠して、ナトリウムソーダガラ
スに貼り合わせ、速度２００ｍｍ／ｍｉｎで、９０度で剥離させて測定することができる
。ガラス密着性は、さらに好ましくは、１～２０Ｎ／２５ｍｍ、より好ましくは５～１５
Ｎ／２５ｍｍである。
【０１０４】
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　本発明の粘着剤層は、優れた耐久性を有し、高温高湿下での長時間の使用によっても粘
着力の変化が起こり難い。具体的には、以下のように耐熱性試験を行った場合に、高温雰
囲気下（例えば、温度８０℃、湿度１０％以下）、或いは、高温高湿雰囲気下（例えば、
温度６０℃、湿度９０％ＲＨ）に５００時間放置する前後のガラス密着性の値の差が、１
０Ｎ／２５ｍｍ以下であることが望ましい。また、５００時間放置した後のガラス密着性
が、５Ｎ／２５ｍｍ以上、更に８Ｎ／２５ｍｍ以上であることが好ましい。
【０１０５】
　本発明の粘着剤層は、表示装置の画像表示面に貼り付けされることから透明性が高いこ
とが好ましく、ヘイズが３％以下であることが好ましい。ここでヘイズは、ＪＩＳ　Ｋ７
１０５－１９８１に準拠した方法により測定された値を意味する。具体的には、１．２ｍ
ｍ厚のガラス板に粘着剤層を貼り合せて、ガラス板と逆面にＰＥＴフィルム、例えば東洋
紡製コスモシャインＡ－４１００の易接着面を粘着樹脂層と重なるように貼り合せて作製
した試料を用いて、ヘイズ値を測定できる。
【０１０６】
　本発明の粘着剤層は、優れた光学フィルタ機能の耐久性を有し、高温高湿下での長時間
の使用によっても光吸収剤の劣化に帰属される分光特性の変化が起こり難い。具体的には
、以下のように耐熱性試験を行った場合に、高温雰囲気下に放置する前後の色度（ｘ、ｙ
）の値の差Δｘ及びΔｙがいずれも、０．０３以下、更に好ましくは０．０２以下である
ことが望ましい。更に、以下のように耐湿熱性試験を行った場合に、高温高湿雰囲気下に
放置する前後の色度（ｘ、ｙ）の値の差Δｘ及びΔｙがいずれも、０．０３以下、更に好
ましくは０．０２以下であることが望ましい。
　本発明の粘着剤層は、前記特定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）と共に前記スチレ
ンを構成単位に有する低分子量のポリマー（ＩＩ）が用いられていることにより、前記特
定のアクリル系粘着剤ベース樹脂（Ｉ）のみが用いられている場合よりも、更に加熱加湿
時での光吸収剤（ＩＩＩ）の劣化が起こり難い。
【０１０７】
　まず、本発明の粘着剤層をガラス（旭硝子社製ＰＤ－２００：厚み２．８ｍｍ）に貼り
合わせた後、粘着剤層の上にＰＥＴフィルム（東洋紡績社製Ａ４１００：厚み５０μｍ）
を積層して耐久性試験用サンプルを調製する。当該耐久性試験用サンプルの耐久性試験前
の色度（ｘ、ｙ）を測定する。色度は、例えば分光光度計（島津製作所社製、品番：「Ｕ
Ｖ－３１００ＰＣ」）を用いて測定することができる。
　次に、得られた耐久性試験用サンプルを高温雰囲気下（例えば、温度８０℃、湿度１０
％以下）、或いは、高温高湿雰囲気下（例えば、温度６０℃、湿度９０％ＲＨ）に１００
０時間放置した後、上記と同様に耐久性試験後の色度を測定する。上記高温雰囲気下、或
いは高温高湿雰囲気下に放置する前後の色度の測定値から、色度（ｘ、ｙ）の値の差Δｘ
及びΔｙを求める。
【０１０８】
　本発明に係る光学フィルタ機能を有する粘着剤層は、表示装置に組み込まれて用いられ
るのに適しており組み込まれ方は時に限定されないが、中でも、表示装置の前面に配置さ
れるガラス板に直接貼付されて用いられる層として特に適している。表示装置としては、
特に限定されず適用可能であるが、特に多種類の光学フィルタ機能を必要とするプラズマ
ディスプレイパネルに、好適に用いることができる。
【０１０９】
ＩＩ．複合フィルタ
　本発明に係る複合フィルタは、表示装置の前面に配置されたガラス板に直接貼付される
ための光学フィルタ機能を有する複合フィルタであって、前記本発明に係る粘着剤層に、
電磁波遮蔽機能、反射防止機能、防眩機能、紫外線吸収機能、表面保護機能のいずれか一
種以上の機能を有する一層以上の機能層が積層されてなることを特徴とする。
　本発明に係る複合フィルタは、前記本発明に係る粘着剤層に１層以上の機能層が積層さ
れてなることにより、良好な接着性を有しながら、長時間の使用、特に高温高湿下でも光
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吸収剤の劣化に起因する分光特性変化が起こり難く、分光特性の安定性に優れる光学フィ
ルタ機能と、更に積層された機能層の機能を有するものである。本発明に係る複合フィル
タにおいては、機能層同士や機能層と表示装置の前面ガラスとを貼り合わせるのに必ず使
用される粘着剤層が光学フィルタ機能を兼ねているので、従来の複合フィルタと比べると
、層構成を単純化でき、軽量化、薄膜化が可能で、製造工程の簡略化及び低コスト化が図
れる。
【０１１０】
　本発明に係る複合フィルタにおいて、上記本発明に係る光学フィルタ機能を有する粘着
剤層に積層される上記一種以上の機能層は、１層又は２層以上でも良い。１層の機能層中
に、上記二種類以上の機能が含まれていても良い。また、機能層の中に、或いは別途、透
明基材が含まれていても良い。
　本発明に係る複合フィルタは、上記本発明に係る粘着剤層の少なくとも片面に上記一層
以上の機能層が積層されていればよく、上記本発明に係る粘着剤層の両面に上記一層以上
の機能層が積層されていても良い。また、本発明に係る複合フィルタ中には、上記本発明
に係る粘着剤層が２層以上含まれていても良い。
　本発明に係る複合フィルタは、少なくとも最表面に上記本発明に係る粘着剤層を形成し
てなるものであって、表示装置の前面に配置されたガラス板に直接貼付されるための粘着
剤層が上記本発明に係る粘着剤層であるものが好ましいが、更に２層以上の機能層同士を
接着する層として上記本発明に係る粘着剤層が含まれていても良いし、２層以上の機能層
同士を接着する層としてのみ上記本発明に係る粘着剤層が含まれていても良い。
【０１１１】
　図１は、本発明の実施態様の複合フィルタ１０をプラズマディスプレイパネル２０の前
面に貼付した場合の積層構造の一例の断面を模式的に示したものである。複合フィルタ１
０の層構成としては、上記本発明に係る光学フィルタ機能を有する粘着剤層１の一面側に
、電磁波遮蔽層２、粘着剤層３、反射防止層４がこの順に積層されている。（以下、この
ような積層構造を「粘着剤層１／電磁波遮蔽層２／粘着剤層３／反射防止層４」と表すこ
とがある。）ここで、粘着剤層３は、上記本発明に係る光学フィルタ機能を有する粘着剤
層１としても良い。このように複合フィルタ１０中で上記本発明に係る粘着剤層１が複数
存在する場合においては、それぞれの粘着剤層１の厚みは異なっていても良い。また、複
合フィルタ１０中で上記本発明に係る粘着剤層１が複数存在する場合においては、必要な
光学フィルタ機能や付与され得る耐衝撃性は、複数層組み合わせた時に得られる機能によ
って適宜調節することができる。
【０１１２】
　本発明に係る光学フィルタの層構成は、特に限定されないが、具体例としては、粘着剤
層／電磁波遮蔽層、粘着剤層／反射防止層、粘着剤層／防眩層、粘着剤層／紫外線吸収層
、粘着剤層／表面保護層、粘着剤層／電磁波遮蔽層／反射防止層、粘着剤層／電磁波遮蔽
層／防眩層、粘着剤層／電磁波遮蔽層／紫外線吸収層、粘着剤層／電磁波遮蔽層／表面保
護層、粘着剤層／電磁波遮蔽層／紫外線吸収層／反射防止層、粘着剤層／電磁波遮蔽層／
紫外線吸収層／防眩層等が挙げられる。また、上記において２つの機能層の間には、粘着
剤層及び／又は透明基材が含有されていても良い。ここで粘着剤層として、上記本発明に
係る粘着剤層を用いても良い。また、本発明に係る複合フィルタにおいて、上記本発明に
係る光学フィルタ機能を有する粘着剤層の他に、光学フィルタ機能を付与するような、近
赤外線吸収層、ネオン光吸収層、色補正層を更に別途設けることは妨げない。
【０１１３】
　また、本発明に係る複合フィルタの一例である、粘着剤層／電磁波遮蔽層／表面保護層
の中で更に具体的な一例を挙げると、透明基材フィルムの一方の面に、金属を用いた導電
体メッシュ層、及び粘着剤層がこの順に形成され、該透明基材フィルムの他方の面に表面
保護層が形成された複合フィルタであって、前記透明基材フィルムは紫外線吸収剤を含有
し、前記本発明に係る粘着剤層中に光吸収剤のうち、近赤外線吸収剤として少なくとも８
００～１１００ｎｍに吸収極大を有する光吸収剤、ネオン光吸収剤として少なくとも５７
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０～６１０ｎｍに吸収極大を有する光吸収剤、及び、色補正用光吸収剤として少なくとも
波長３８０～５７０ｎｍ若しくは６１０～７８０ｎｍに吸収極大を有する光吸収剤が添加
され、電磁波遮蔽機能、近赤外線吸収機能、ネオン光吸収機能、色補正機能、紫外線吸収
機能、及び、表面保護機能の各機能を少なくとも有している複合フィルタ（以下、当該構
成の複合フィルタを「シンプルフィルタ」と呼称する場合がある。）が挙げられる。
【０１１４】
　以下、本発明において用いられる機能層、粘着剤層、及び透明基材を順に説明する。
＜電磁波遮蔽層＞
　電磁波遮蔽層は、プラズマディスプレイ等から発生した電磁波を遮蔽する機能を有する
ものである。
　電磁場遮蔽層としては、従来公知の各種形態が適用可能であり、後述の導電体メッシュ
層の他、銀、ＩＴＯ（酸化錫インジウム）、ＡＴＯ（アンチモンドープ酸化錫）等の透明
な連続体（メッシュ開口部非形成の）薄膜を仕様することも可能である。但し、透明性と
電磁場遮蔽性の両立の観点からは、金属等の導電体メッシュ層が好ましく、以下において
も電磁場遮蔽層としては導電体メッシュ層の形態を中心に説明する。
　本発明において好適に用いられる電磁波遮蔽層としては、図１に示すように透明基材１
１、導電体メッシュ層１２がこの順に積層された積層構造を有するものである。
【０１１５】
　（導電体メッシュ層）
　導電体メッシュ層１２は、導電性を有することで電磁波遮蔽機能を担える層であり、ま
たそれ自体は不透明性だがメッシュ状の形状で多数の開口部が存在するメッシュにより、
電磁波遮蔽性能と光透過性を両立させている層である。
　また、導電体メッシュ層は、通常金属層を主とし、通常は更にこれに加えて、導電性を
有する黒化層や防錆層を含み、或いは特に導電体メッシュ層を後述する電解メッキにより
形成する場合には、更に導電処理層を構成層として含むものである。
　なお、導電体メッシュ層の側面も含めた表裏面の一部又は全面上に、導電性を有しない
層が更に形成されていてもよい。当該導電性を有しない層の例としては、導電性を有しな
い防錆層や黒化層等である。ただし、防錆層や黒化層等であっても、導電性を有する場合
には、本発明において導電体メッシュ層に含まれる。これらの導電性の層は導電体メッシ
ュ層の構成層となる。
【０１１６】
［メッシュの形状］
　メッシュの形状は、任意で特に限定されないが、開口部の形状は正方形が代表的である
。開口部の形状は、例えば、正三角形等の三角形、正方形、長方形、菱形、台形等の四角
形、六角形、等の多角形、或いは、円形、楕円形などである。メッシュはこれらの形状か
らなる複数の開口部を有し、開口部間は開口部を区画するライン部となり、ライン部は通
常幅均一でライン状のものであり、また、通常は開口部及び開口部間は、全面で各々同一
形状同一サイズである。
　具体的サイズを例示すれば、開口率及びメッシュの非視認性の点で、開口部間のライン
部の幅（ライン幅）は１００μｍ以下、より好ましくは５０μｍ以下である。但し、電磁
波遮蔽機能の確保、破断防止の点で、下限は５μｍ以上とするのが良い。
　なお、メッシュ領域のバイアス角度（メッシュのライン部と複合フィルタの外周辺との
なす角度）は、適用するディスプレイの画素ピッチや発光特性を考慮して、モアレが出難
い角度に適宜設定すれば良い。
　また、開口部の間口幅［ラインピッチ－ライン幅］は、１００μｍ以上、より好ましく
は１５０μｍ以上とする。但し、電磁波遮蔽機能の確保の観点から最大３０００μｍ以下
が好ましい。また、ライン幅及び間口幅は、光透過性の観点、及び透明保護層形成時に開
口部内に気泡が残留し難い観点から、開口率が６０％以上となるようにするのが好ましく
、また開口率は、電磁波遮蔽機能の確保の観点から９７％以下となるようにするのが好ま
しい。なお、開口率＝［（間口幅）2　／（ラインピッチ）2］×１００％である。
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【０１１７】
［接地用領域とメッシュ領域］
　また、導電体メッシュ層１２は、図２の平面図で概念的に例示する導電体メッシュ層１
２のように、その平面方向に於いて、メッシュ領域１２１以外に接地用領域１２２を備え
た層とするのが、接地をとり易い点でより好ましい。該接地用領域は画像表示を阻害し無
い為に、画像表示領域周縁部の一部又は全周に形成する。該メッシュ領域とは複合フィル
タを適用するディスプレイの画像表示領域を全て覆うことが出来る領域である。該接地用
領域とは接地をとる為の領域である。該画像表示領域とは、ディスプレイが実質的に画像
を表示している領域（実質的画像表示領域）を少なくとも意味するが、ディスプレイを観
察者から見た場合にディスプレイの外枠体による枠の内側全体の領域も便宜上含めた意味
としても良い。その理由は、当該枠の内側で且つ実質的画像表示領域の外側に黒い領域（
縁取り）が存在する場合、そこは本来画像表示領域外だが、目に触れる以上は外観が実質
的画像表示領域と異なるのは違和感が生じるからである。
　なお、接地用領域は基本的にはメッシュは不要だが、接地用領域の反り防止等の目的か
ら、開口部から成るメッシュが存在しても良い。
【０１１８】
　導電体メッシュ層の厚みは、メッシュ領域と接地用領域とは必ずしも同じ厚みでなくて
も良いが、通常はメッシュ領域も接地用領域も同じ厚さとなる。そして、導電体メッシュ
層の厚みは電磁波遮蔽機能の観点から少なくともメッシュ領域にて１～２０μｍであるが
、さらに、より薄膜である点で、（斜めから観察する場合の）画像の視認性が良い点、表
面保護層形成時の開口部とライン部との段差による開口部への気泡混入が少ない点、工程
が短く歩留りが良い点、などの観点から、より好ましくは１～５μｍ、更により好ましく
は１～３μｍとするのが、望ましい。
　また、導電体メッシュ層のメッシュ領域のライン部の高さは、開口部とライン部との段
差の観点から、ライン部が導電体メッシュ層のみから構成される場合は、ライン部の高さ
は導電体メッシュ層の厚さに等しいが、例えば、非導電性黒化層及び非導電性防錆層も形
成されている場合は、ライン部の高さは導電体メッシュ層、非導電性黒化層、及び非導電
性防錆層の厚みの合計値として捉える。
【０１１９】
［導電体メッシュ層の形成方法］
　本発明において、メッシュ領域や接地用領域を有する導電体メッシュ層の材料や形成方
法は特に限定はなく、従来公知の電磁波遮蔽シートにおけるものを適宜採用できる。
【０１２０】
　このような、メッシュ領域を有する導電体メッシュ層の形成方法は、特に制限されず、
例えば、次の（１）～（４）の方法が挙げられる。
（１）透明基材フィルムへ導電インキをパターン状に印刷し、形成された導電インキ層の
上へ金属メッキする方法（例えば、特開２０００－１３０８８号公報）。
（２）透明基材フィルムへ、導電インキ又は化学メッキ触媒含有感光性塗布液を全面に塗
布し、形成された塗布層をフォトリソグラフィー法でメッシュ状とした後に、該メッシュ
の上へ金属メッキする方法（例えば、住友大阪セメント株式会社新材料事業部新規材料研
究所新材料研究グループ、“光解像性化学メッキ触媒”、［ｏｎｌｉｎｅ］、掲載年月日
記載なし、住友大阪セメント株式会社、［平成１５年１月７日検索］、インターネット〈
ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｏｃｎｂ．ｃｏｍ／ｐｒｏｄｕｃｔ／ｈｐｒｏｄｕｃ
ｔ／ｄｉｓｐｌａｙ．ｈｔｍｌ〉）。
（３）透明基材フィルムと金属箔とを接着剤を介して積層した後に、金属箔をフォトリソ
グラフィー法でメッシュ状とする方法（例えば、特開平１１－１４５６７８号公報）。
（４）透明基材フィルムの一方の面へ、金属薄膜をスパッタ等により形成して導電処理層
を形成し、その上に電解メッキにより金属メッキ層として金属層を形成した透明基材フィ
ルムを準備し、該金属メッキした透明基材フィルムの金属メッキ層及び導電処理層を、フ
ォトリソグラフィー法でメッシュ状とする方法（例えば、特許第３５０２９７９号公報、
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特開２００４－２４１７６１号公報）。
【０１２１】
　これら方法の中でも、厚さが５μｍ以下の薄膜である点で、（斜めから観察する場合の
）画像の視認性が良い点、表面保護層形成時の気泡混入が少ない点、工程が短く歩留りが
良い点、低コストが可能である点などの点から、（４）の方法が特に好ましい。そこで、
ここでは、該（４）の方法によって、導電体メッシュ層を透明基材フィルム上に形成する
方法について、詳述する。
【０１２２】
　この方法では、透明基材フィルムの一方の面に、メッシュが未だ非形成で導電体メッシ
ュ層となる前の状態として導電体層を形成し、該導電体層を加工してメッシュを形成し導
電体メッシュ層とすることができる。
【０１２３】
［導電処理層］
　導電処理層は、用いる透明基材フィルムが樹脂フィルムであり電気絶縁性である為に、
金属メッキ層を電解メッキで形成できるように、該フィルムの表面を導電処理してメッキ
に必要な導電性を確保する為の層である。該導電処理の方法としては、導電性材料の薄膜
を形成する公知の方法によれば良い。該導電性材料としては、例えば、金、銀、銅、鉄、
ニッケル、クロムなどの金属、或いはこれらの金属の合金（例えば、ニッケル－クロム合
金）から成る。或いはまた、酸化スズ、ＩＴＯ、ＡＴＯなどの透明な金属酸化物でもよい
。導電処理層は、これらの材料を公知の真空蒸着法、スパッタリング法、無電解メッキ法
などの薄膜形成方法で形成することができる。導電処理層は、単層でも多層（例えば、ニ
ッケル－クロム合金層と銅層との積層）でもよい。導電処理層の厚さは、メッキ時に必要
な導電性が得られればよいので、０．００１～１μｍ程度の極薄い厚みが、導電体メッシ
ュ層全体として薄膜化ができる点で好ましい。
【０１２４】
［金属メッキ層］
　金属メッキ層は上記導電処理層の表面に電解メッキ法によって形成する。該金属メッキ
層の材料としては、電磁波遮蔽機能に必要な導電性が得られる材料であれば良く、例えば
金、銀、銅、鉄、ニッケル、クロムなど金属、或いはこれら金属の合金が挙げられる。こ
れらのなかでも、メッキが容易である点、及び導電性の観点から、好ましい材料を例示す
れば、銅又は銅合金が挙げられる。また、金属メッキ層は、単層でも多層でも良い。
　また、金属メッキ層の厚さは、詳述しているこの（４）の方法においては導電体メッシ
ュ層の少なくともメッシュ領域において、厚さが５μｍ以下の薄膜を目指す背景から、前
記導電処理層と該金属メッキ層との両層の総厚が５μｍ以下などと、薄膜の導電体メッシ
ュ層が可能となる様な厚みとするのが良い。
【０１２５】
［黒化層］
　黒化層は、必要に応じて、金属メッキ層の少なくとも片面に設ける。黒化層は外光吸収
、画像の視認性向上、コントラスト向上などを目的に設ける。黒化層は金属メッキ層の面
を粗面化したり、全可視光領域に亘って光吸収性を付与（黒化）したり、或いはこれら両
者を併用したりする方法のいずれかよって設けることができる。
　黒化層を設ける具体的方法としては、金属酸化物、金属硫化物の形成や種々の方法を採
用できる。黒化層を設ける面が鉄からなる場合は、通常スチーム中で４５０～４７０℃程
度の温度で１０～２０分間さらし、厚さ１～２μｍ程度の酸化膜（黒化膜）を形成する、
濃硝酸などの薬品処理による酸化膜（黒化膜）でもよい。また、黒化層を設ける面が銅の
場合は、銅‐コバルト合金の粒子層、硫化ニッケル層、酸化銅層等が好ましい。
　黒化層を設ける面は、少なくとも観察側であるが、他方の粘着剤層側（つまりディスプ
レイ側）にも設ければ、ディスプレイからの迷光を吸収でき画像の視認性がさらに向上で
きる。
【０１２６】



(31) JP 5286692 B2 2013.9.11

10

20

30

40

50

　また、電解メッキで導電体メッシュ層を形成しなお且つ該層の透明基材フィルム側に黒
化層を設ける際に、例えば次の（Ａ法）や（Ｂ法）を採用できる。
　（Ａ法）透明基材フィルム上に設ける導電処理層を黒色の層として形成しこれを黒化層
と兼用させて黒化層兼導電処理層として、この上に金属メッキ層を形成する方法。
　（Ｂ法）透明基材フィルム上に導電処理層をＩＴＯ等で透明な透明導電処理層として形
成しこの透明導電処理層上に導電性黒化層を形成して、都合、透明導電処理層及び導電性
黒化層からなる導電処理層の導電性黒化層上に、金属メッキ層を形成する方法。
【０１２７】
　黒化層の好ましい黒濃度は０．６以上である。なお、黒濃度の測定方法は、ＣＯＬＯＲ
 ＣＯＮＴＲＯＬ ＳＹＳＴＥＭのＧＲＥＴＡＧ ＳＰＭ１００－１１（株式会社きもと製
、商品名）を用いて、観察視野角１０度、観察光源Ｄ５０、照明タイプとして濃度標準Ａ
ＮＳＩＴに設定し、白色キャリブレイション後に、試験片を測定する。また、黒化層の光
線反射率としては５％以下が好ましい。光線反射率は、ＪＩＳ－Ｋ７１０５に準拠して、
ヘイズメーターＨＭ１５０（株式会社村上色彩科学研究所製、商品名）を用いて測定する
。
　また、黒濃度は上記反射率の測定に替えて、色差計により反射のＹ値で表わしてもよく
、この際には好ましい黒濃度はＹ値として１０以下である。
【０１２８】
［防錆層］
　また、防錆層を金属メッキ層、或いは黒化層の表面を覆うように設けるのが好ましい。
導電体メッシュ層（そのうち金属メッキ層、或いはさらに黒化層）の表面は、少なくとも
メッシュ領域は粘着剤層又は機能層で最終的には覆われるが、粘着剤層又は機能層を形成
する前の製造工程では露出している。そこで、防錆の防止、黒化層の脱落や変形を防止す
るために、防錆層を設ける。また、上記の目的において少なくとも、黒化層上に設けるの
が好ましい。
　防錆層としては、例えば、ニッケル、亜鉛、及び／又は銅の酸化物、又はクロメート処
理層が適用できる。ニッケル、亜鉛、及び／又は銅の酸化物の形成法としては、公知のメ
ッキ法でよい。また、防錆層の厚さはその目的実現及び過剰性能を避けてなるべく薄膜と
する点で、０．００１～１μｍ程度、好ましくは０．００１～０．１μｍである。
【０１２９】
［メッシュの形成］
　次に、上述のように設けられた透明基材フィルム上の導電体層（なお、透明基材フィル
ムと導電体層とが積層された物を以下「積層体」とも呼ぶことにする）を、フォトリソグ
ラフィー法でメッシュを形成して導電体メッシュ層とする工程を説明する。
　まず、透明基材フィルム上に積層された導電体層面にレジスト層を設け、これをメッシ
ュ状にパターン化し、レジスト層で覆われていない部分の導電体層をエッチングして除去
後、レジスト層を除去して、メッシュ領域が形成された導電体メッシュ層とする。この方
法は、既存設備を使用でき、且つ工程の多くを連続的に行え、品質、生産効率、歩留り、
コストなどに優れた生産が可能である。
【０１３０】
　このフォトリソグラフィー法によるメッシュ形成工程は、連続帯状の状態で連続して巻
き取られたロール状の積層体を加工して行く（巻取り加工、ロールツーロール加工という
）のが好ましい。積層体の搬送は連続的又は間欠的に行い、緩みなく伸張した状態で、マ
スキング、エッチング、レジスト剥離の各工程を行うことができる。
【０１３１】
　まず、マスキングは、例えば、導電体層上へ感光性レジストを塗布し、乾燥後、所定の
メッシュパターンを有するフォトマスクにて密着露光し、水現像し、硬膜処理などを施し
、ベーキングする。なお、感光性レジストのネガ型、ポジ型の何れも使用できる。ネガ型
の場合は、パターン版のメッシュパターンはライン部が透明なポジ（陽画）とする。一方
、ポジ型の場合は、パターン版のメッシュパターンは開口部が透明なネガ（陰画）とする
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。又、露光パターンとしては、所望のメッシュ形状を有するパターンで、少なくともメッ
シュ領域のパターンを有する。更に必要に応じて、メッシュ領域の外周に接地用領域のパ
ターンも有する。
【０１３２】
　レジストの形成は、巻取り加工では、連続帯状の積層体を連続又は間欠送りで搬送させ
ながら、メッシュ領域を形成する導電体層面へ、カゼイン、ＰＶＡ、ゼラチンなどのレジ
ストを、ディッピング（浸漬）、カーテンコート、掛け流しなどの方法で塗布する。また
、レジストの形成は塗布以外に、ドライフィルムレジストを利用してもよく、この場合、
作業性が向上する。ベーキングはカゼインレジストの場合は２００～３００℃でするが、
積層体の反り防止の点で、なるべく低い温度が良い。
【０１３３】
　エッチングは、そのエッチング液として、エッチングを連続して行う場合には循環使用
が容易にできる塩化第二鉄、塩化第二銅の溶液を用いるのが良い。また、エッチングの工
程は、連続帯状の鋼材、特に厚さ２０～８０μｍの薄板をエッチングするカラーＴＶのブ
ラウン管用のシャドウマスクを製造する設備と、基本的に同様の工程である。また、エッ
チング後は、水洗、アルカリ液によるレジスト剥離、洗浄後、乾燥すればよい。
【０１３４】
　本発明に用いられる上述したような導電体メッシュ層は、表面抵抗が１０－６Ω／□～
５Ω／□の範囲内、中でも１０－４Ω／□～３Ω／□の範囲内であることが好ましい。一
般的に、電磁波遮蔽性は、表面抵抗により測定することができ、この表面抵抗が低いほど
、電磁波遮蔽性が良好なものということができる。ここで、上記表面抵抗の値は、表面抵
抗測定装置ロレスターＧＰ、（株）ダイヤインスツルメンツ製にてＪＩＳ　Ｋ７１９４「
導電性プラスチックの４探針法による抵抗率試験法」に記載される方法にて測定された値
である。
【０１３５】
　（透明基材）
　透明基材は電磁波遮蔽層を構成する一部の層であり、必要に応じて粘着剤層を介して導
電体メッシュ層を積層するための基材となる層である。
　透明基材１１は、機械的強度が弱い導電体メッシュ層を補強するための層であり、さら
に上記シンプルフィルタの態様においては、紫外線吸収機能も付加され該機能を有する層
でもある。従って、透明基材フィルムとしては、機械的強度、光透過性と共に、上記シン
プルフィルタの態様の場合には紫外線吸収機能を有すれば、その他、耐熱性等の性能を適
宜勘案したものを用途に応じて選択すればよい。このような、透明基材としては、透明基
材フィルムとしての樹脂フィルム（乃至は樹脂シート）が用いられる。
【０１３６】
　樹脂フィルムの材料として用いる透明樹脂としては、例えば、ポリエチレンテレフタレ
ート、ポリブチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、テレフタル酸－イソフ
タル酸－エチレングリコール共重合体、テレフタル酸－シクロヘキサンジメタノール－エ
チレングリコール共重合体などのポリエステル系樹脂、ナイロン６などのポリアミド系樹
脂、ポリプロピレン、ポリメチルペンテン、シクロオレフィン重合体などのポリオレフィ
ン系樹脂、ポリメチルメタクリレートなどのアクリル系樹脂、ポリスチレン、スチレン－
アクリロニトリル共重合体などのスチレン系樹脂、トリアセチルセルロースなどのセルロ
ース系樹脂、ポリカーボネート樹脂等が挙げられる。
【０１３７】
　なお、これらの樹脂は、単独、又は複数種類の混合樹脂（ポリマーアロイを含む）とし
て用いられ、透明基材の層構成は、単層、又は２層以上の積層体として用いられる。また
、樹脂フィルムの場合、１軸延伸や２軸延伸した延伸フィルムが機械的強度の点でより好
ましい。
【０１３８】
　透明基材の厚さは、基本的には用途に応じ選定すればよく、特に制限はないが、通常は
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１２～１０００μｍ、好ましくは５０～５００μｍ、より好ましくは５０～２００μｍで
ある。このような厚み範囲ならば、機械的強度が十分で、反り、弛み、破断などを防ぎ、
連続帯状で供給して加工する事も容易である。
　なお、本発明では、透明基材とは、樹脂フィルム（樹脂シートも含む）以外に樹脂板と
呼ばれるものも含めて呼ぶことにする。但し、ＮＩＲ吸収、Ｎｅ光吸収、色補正を各フィ
ルタフィルム毎に積層することによる総厚増加を回避して複合フィルタの薄型化を図る観
点から、透明基材は薄いものが好ましい。
【０１３９】
　この様な点で、透明基材の形態としては樹脂板よりは樹脂フィルムが好ましい。該樹脂
フィルムのなかでも特に、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート等の
ポリエステル系樹脂フィルムが、透明性、耐熱性、コスト等の点で好ましく、より好まし
くは２軸延伸ポリエチレンテレフタレートフィルムが最適である。なお、透明基材の透明
性は高いほどよいが、好ましくは可視光線透過率で８０％以上となる光透過性のフィルム
がよい。
【０１４０】
　また、上記シンプルフィルタの態様においては、透明基材フィルムは、紫外線吸収機能
を必須機能として有する。この為に、該透明基材フィルムは、該透明基材フィルムの樹脂
中に紫外線吸収剤をフィルム中に練り込んだり、該透明基材フィルムの構成層の一部とし
て紫外線吸収剤を含む表面コート層を表面に設けたり、或いはこれら両方を併用した、構
成とする。なお、表面コート層を設ける表面は表裏面のいずれか片側、両側のいずれでも
よい。
　また、上記シンプルフィルタの態様においては、透明基材フィルムの一方の面に表面保
護層を設ける関係上、該表面保護層形成面側に、紫外線吸収剤を含む前記表面コート層を
形成する場合には、該表面コート層と表面保護層とを兼用してこれを表面保護層とする形
態としても良い。
【０１４１】
　紫外線吸収剤としては、例えば、上述のようなベンゾトリアゾール、ベンゾフェノン等
の有機系化合物、微粒子状の酸化亜鉛、酸化セリウム等からなる無機系化合物からなる公
知の化合物を用いることができる。
　また、紫外線吸収剤を含む表面コート層（紫外線吸収層）は、このような紫外線吸収剤
を樹脂バインダーに添加した組成物を公知の方法で塗布形成すれば良い。樹脂バインダー
の樹脂としては、ポリエステル樹脂、ポリウレタン樹脂、アクリル樹脂等の熱可塑性樹脂
や、エポキシ、アクリレート、メタアクリレート等の単量体、プレポリマー等から成る熱
硬化型樹脂或いは電離放射線硬化型樹脂、２液硬化型ウレタン樹脂等の硬化性樹脂などが
挙げられる。
【０１４２】
　また、透明基材の樹脂中には、更に必要に応じて適宜、公知の添加剤、例えば、充填剤
、可塑剤、帯電防止剤などを本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で加えることができる。
【０１４３】
　また、透明基材は、その表面に適宜、コロナ放電処理、プラズマ処理、オゾン処理、フ
レーム処理、プライマー処理、予熱処理、除塵埃処理、蒸着処理、アルカリ処理、などの
公知の易接着処理を行ってもよい。
【０１４４】
　（粘着剤層）
　粘着剤層は図１の電磁波遮蔽層において図示していないが、形成方法によっては透明基
材と導電体メッシュ層とを接着するのに用いられても良い層である。粘着剤層は、導電体
メッシュ層と透明基材とを接着することが可能な層であれば、その種類等は特に限定され
るものではないが、本発明においては、上記導電体メッシュ層を構成する金属箔と透明基
材とを粘着剤層を介して貼り合わせた後、金属箔をエッチングによりメッシュ状とするこ
とから、粘着剤層も耐エッチング性を有することが好ましい。具体的には、アクリル樹脂
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、ポリエステル樹脂、ポリウレタン樹脂、エポキシ樹脂、ポリウレタンエステル樹脂等が
挙げられる。また、本発明に用いられる粘着剤層は、紫外線硬化型であってもよく、また
熱硬化型であってもよい。特に、透明基材との密着性などの観点からポリウレタン樹脂、
アクリル樹脂もしくはポリエステル樹脂が好ましい。
【０１４５】
＜反射防止層＞
　画像表示装置表面での外来光の鏡面反射による背景の映り込み、画像の白化、及び画像
コントラスト低下を低減する為の手段として、本発明の複合フィルタの最上層には、所謂
防眩層及び／又は所謂反射防止層を形成することが好ましい。前者の防眩層としては、磨
りガラスのように光を散乱もしくは拡散させて外来光による背景像をボカス手法である。
　また、後者の反射防止層としては、屈折率の高い材料と低い材料を交互に積層し、最表
面が低屈折率層となる様に多層化（マルチコート）し、各層界面での反射光を干渉によっ
て相殺することで、表面の反射を抑え、良好な反射防止効果を得る手法であり、所謂狭義
の反射防止層である。
【０１４６】
　この反射防止層は、通常、ＭｇＦ２、ＳｉＯ２に代表される低屈折率材料と、ＴｉＯ２

、ＺｒＯ２等の高屈折率材料とを交互に蒸着等により成膜する気相法等によって形成され
る。
　反射防止効果を向上させるためには、低屈折率層の屈折率は、１．４５以下であること
が好ましい。これらの特徴を有する材料としては、例えばＬｉＦ（屈折率ｎ＝１．４）、
ＭｇＦ2（屈折率ｎ＝１．４）、３ＮａＦ・ＡｌＦ3 （屈折率ｎ＝１．４）、ＡｌＦ3（屈
折率ｎ＝１．４）、Ｎａ3ＡｌＦ6（屈折率ｎ＝１．３３）、ＳｉＯ2（屈折率ｎ＝１．４
５）等の無機材料を微粒子化し、アクリル系樹脂やエポキシ系樹脂等に含有させた無機系
低反射材料、フッ素系・シリコーン系の有機化合物、熱可塑性樹脂、熱硬化型樹脂、放射
線硬化型樹脂等の有機低反射材料を挙げることができる。
【０１４７】
　さらに、５～３０ｎｍのシリカ超微粒子を水もしくは有機溶剤に分散したゾルとフッ素
系の皮膜形成剤を混合した材料を使用することもできる。該５～３０ｎｍのシリカ超微粒
子を水もしくは有機溶剤に分散したゾルは、ケイ酸アルカリ塩中のアルカリ金属イオンを
イオン交換等で脱アルカリする方法や、ケイ酸アルカリ塩を鉱酸で中和する方法等で知ら
れた活性ケイ酸を縮合して得られる公知のシリカゾル、アルコキシシランを有機溶媒中で
塩基性触媒の存在下に加水分解と縮合することにより得られる公知のシリカゾル、さらに
は上記の水性シリカゾル中の水を蒸留法等により有機溶剤に置換することにより得られる
有機溶剤系のシリカゾル（オルガノシリカゾル）が用いられる。これらのシリカゾルは水
系及び有機溶剤系のどちらでも使用することができる。有機溶剤系シリカゾルの製造に際
し、完全に水を有機溶剤に置換する必要はない。前記シリカゾルはＳｉＯ2として０．５
～５０質量％濃度の固形分を含有する。シリカゾル中のシリカ超微粒子の構造は球状、針
状、板状等様々なものが使用可能である。また、皮膜形成剤としては、アルコキシシラン
、金属アルコキシドや金属塩の加水分解物や、ポリシロキサンをフッ素変性したものなど
を用いることができる。
【０１４８】
　低屈折率層は、上記で述べた材料を例えば溶剤に希釈し、スピンコーティング、ロール
コーティングや印刷等によるウェットコーティング法や、真空蒸着、スパッタリング、プ
ラズマＣＶＤ、イオンプレーティング等による気相法で、高屈折率層上に設けて乾燥後、
熱や放射線等により硬化させることによって得ることができる。
【０１４９】
　高屈折率層の形成は、屈折率を高くするために高屈折率のバインダー樹脂を使用するか
、高い屈折率を有する超微粒子をバインダー樹脂に添加することによって行なうか、ある
いはこれらを併用することによって行なう。高屈折率層の屈折率は１．５５～２．７０の
範囲にあることが好ましい。
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【０１５０】
　高屈折率層に用いる樹脂については、透明なものであれば任意の樹脂が使用可能であり
、熱硬化型樹脂、熱可塑性樹脂、放射線（紫外線を含む）硬化型樹脂などを用いることが
できる。熱硬化型樹脂としては、フェノール樹脂、メラミン樹脂、ポリウレタン樹脂、尿
素樹脂、ジアリルフタレート樹脂、グアナミン樹脂、不飽和ポリエステル樹脂、アミノア
ルキッド樹脂、メラミン－尿素共縮合樹脂、珪素樹脂、ポリシロキサン樹脂等を用いるこ
とができ、これらの樹脂に、必要に応じて架橋剤、重合開始剤等の硬化剤、重合促進剤、
溶剤、粘度調整剤等を加えることができる。
【０１５１】
　高い屈折率を有する超微粒子としては、例えば、紫外線遮蔽の効果をも得ることができ
る、ＺｎＯ（屈折率ｎ＝１．９）、ＴｉＯ2（屈折率ｎ＝２．３～２．７）、ＣｅＯ2（屈
折率ｎ＝１．９５）の微粒子、また、帯電防止効果が付与されて埃の付着を防止すること
もできる、アンチモンがドープされたＳｎＯ2 （屈折率ｎ＝１．９５）又はＩＴＯ（屈折
率ｎ＝１．９５）の微粒子が挙げられる。その他の微粒子としては、Ａｌ2Ｏ3（屈折率ｎ
＝１．６３）、Ｌａ2Ｏ3（屈折率ｎ＝１．９５）、ＺｒＯ2（屈折率ｎ＝２．０５）、Ｙ2

Ｏ3（屈折率ｎ＝１．８７）等を挙げることができる。これらの微粒子は単独又は混合し
て使用され、有機溶剤又は水に分散したコロイド状になったものが分散性の点において良
好であり、その粒径としては、１～１００ｎｍ、塗膜の透明性から好ましくは、５～２０
ｎｍであることが望ましい。
　高屈折率層を設けるには、上記で述べた材料を例えば溶剤に希釈し、スピンコーティン
グ、ロールコーティング、印刷等の方法で基体上に設けて乾燥後、熱や放射線等により硬
化させればよい。
　また、反射防止層に紫外線遮蔽機能をもたらす点から、反射防止層中に紫外線吸収剤を
含有させても良い。
【０１５２】
＜防眩層＞
　防眩層（Ａｎｔｉ　Ｇｌａｒｅ層、略称してＡＧ層）は、外来光を散乱もしくは拡散さ
せるために、光の入射面を粗面化することが基本である。この粗面化処理には、サンドブ
ラスト法やエンボス法等により基体表面を直接、微細凹凸を形成して粗面化する方法、基
体表面に放射線、熱の何れかもしくは組み合わせにより硬化する樹脂バインダー中にシリ
カなどの無機フィラーや、樹脂粒子などの有機フィラーを含有させた塗膜により粗面化層
を設ける方法、及び基体表面に海島構造による多孔質膜を形成する方法を挙げることがで
きる。樹脂バインダーの樹脂としては、表面層として表面強度が望まれる関係上、硬化性
アクリル樹脂や、後述するハードコート層同様に電離放射線硬化性樹脂等が好適には使用
される。
【０１５３】
＜紫外線吸収層＞
　本発明において、紫外線吸収層は、上記本発明に係る粘着剤層に含有される光吸収剤の
劣化を防止するために、上記粘着剤層とは独立した層として粘着剤層よりも観察側に配置
される層であることが好ましい。上記他の機能層に紫外線吸収剤を含有させた、他の機能
層と紫外線吸収層を兼ねる層であっても良いし、或いは独立した層であっても良い。上記
機能層に用いる紫外線吸収剤としては、上記本発明に係る粘着剤層において記載したもの
と同様の紫外線吸収剤を用いることができる。独立した層とする場合に用いられるバイン
ダー樹脂としては、ポリエステル樹脂、ポリウレタン樹脂、アクリル樹脂、エポキシ樹脂
等の樹脂が用いられる。又バインダー樹脂の乾燥、硬化方式としては、溶液（又はエマル
ジョン）からの溶媒（又は分散媒）の乾燥による乾燥固化方式、熱、紫外線、電子線など
のエネルギーによる重合、架橋反応を利用した硬化方式、或いは樹脂中の水酸基、エポキ
シ基等の官能基と硬化剤中のイソシアネート基などとの架橋、重合等の反応を利用した硬
化方式などが適用できる。
　また、市販の紫外線カットフィルタ、例えば、富士写真フィルム社製の「シャープカッ
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トフィルターＳＣ－３８」（商品名）、「同ＳＣ－３９」、「同ＳＣ－４０」、三菱レー
ヨン社製の「アクリプレン」（商品名）等を用いることもできる。
【０１５４】
＜表面保護層＞
　表面保護層は、複合フィルタの表面を保護する機能を有する層である。表面保護層は透
明な樹脂層として形成することができ、樹脂層は擦り傷、表面汚染に対する耐性の点で好
ましくは硬化性樹脂が硬化してなる樹脂硬化層として形成する。また、このような樹脂硬
化層はいわゆるハードコート層〔ＨＣ（Ｈａｒｄ　Ｃｏａｔ）層とも略称〕として形成で
きる。また、表面保護層は単層の他、多層として形成してもよい。
　ハードコート層としても適用可能な表面保護層を形成する場合、用いる硬化性樹脂とし
ては、電離放射線硬化性樹脂、その他公知の硬化性樹脂などを要求性能などに応じて適宜
採用すればよい。電離放射線硬化性樹脂としては、アクリレート系、オキセタン系、シリ
コーン系などが挙げられる。例えば、アクリレート系の電離放射線硬化性樹脂は、単官能
（メタ）アクリレートモノマー、２官能（メタ）アクリレートモノマーモノマー、３官能
以上の（メタ）アクリレートモノマーなどの（メタ）アクリル酸エステルモノマー、ウレ
タン（メタ）アクリレート、エポキシ（メタ）アクリレート、ポリエステル（メタ）アク
リレート等の（メタ）アクリル酸エステルオリゴマー乃至は（メタ）アクリル酸エステル
プレポリマーなどからなる。さらに３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーを例示す
れば、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ
（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート等がある。
【０１５５】
　このような電離放射線硬化性樹脂などの硬化樹脂からなる樹脂組成物を、透明基材フィ
ルムの面に適用して樹脂を硬化させて、表面保護層を形成する。なお、電離放射線硬化性
樹脂を硬化させる電離放射線としては、紫外線、電子線などが代表的である。硬化樹脂か
らなる樹脂組成物を透明基材フィルムの面に適用するには、公知の塗工法、印刷法（転写
印刷でもよい）を適宜採用する。
　なお、表面保護層の厚さは、複合フィルタを保護できる厚さにすれば良い。
【０１５６】
　また、表面保護層は、耐汚染性向上の点で、シリコーン系化合物、フッ素系化合物など
を添加するのもよい。
　また表面保護層は、専ら防汚染層として、複合フィルタを使用する際に、その表面に不
用意な接触や環境からの汚染が原因でごみや汚染物質が付着するのを防止し、あるいは付
着しても除去しやすくするために形成される層であっても良い。例えば、フッ素系コート
樹脂、シリコン系コート剤、シリコン・フッ素系コート剤等が使用され、中でもシリコン
・フッ素系コート剤が好ましく適用される。これらの防汚染層としての厚さは好ましくは
１００ｎｍ以下で、より好ましくは１０ｎｍ以下であり、更に好ましくは５ｎｍ以下であ
る。これらの防汚染層の厚さが１００ｎｍを超えると防汚染性の初期値は優れているが、
耐久性において劣るものとなる。防汚染性とその耐久性のバランスから５ｎｍ以下が最も
好ましい。
【０１５７】
　また、表面保護層は表面保護機能に加えて、更に外来光の鏡面反射防止機能を有してい
ても良い。
　具体的には、表面保護層を防眩層或いは反射防止層とする形態である。例えば、防眩層
とする場合は、表面保護層（複数層有る場合は、その最上層）中に光拡散性粒子を添加し
た形態、表面保護層の表面が粗面賦形された形態を挙げることができる。上記光拡散性粒
子としては、無機粒子や有機粒子が挙げられ、無機粒子としては例えばシリカ、有機粒子
としては例えば樹脂粒子が挙げられる。
　なお、表面を賦形で粗面とするには、表面保護層を形成する為の樹脂組成物を、透明基
材フィルム面上に適用した後或いは適用時に、樹脂を硬化させる場合は完全硬化前で賦形
可能な流動性を有するうちに、賦形シートや賦形版で表面を賦形すれば良い。
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また、反射防止層とする場合は、表面保護層（複数層有る場合は、その最上層）を前記の
反射防止層のところで述べた様な手法により、その直下の層よりも低屈折率化すれば良い
。
【０１５８】
＜粘着剤層、透明基材＞
　本発明に係る複合フィルタにおいては、上記本発明に係る粘着剤層の他にも、他の構成
物からなる粘着剤層を有していても良い。粘着剤層に用いる粘着剤としては、公知の粘着
剤の中から、粘着性（接着力）、透明性、塗工適性などを有し、またそれ自体好ましくは
無着色のものを適宜選択する。このような粘着剤としては、例えば、アクリル系粘着剤、
ゴム系粘着剤、ポリエステル系粘着剤などから選定することができるが、粘着性、透明性
の点でアクリル系粘着剤が好ましい。また、例えば、市販の両面接着テープ（例、ＣＳ－
９６１１：商品名、日東電工（株）製）を使用することもできる。
　また、必要に応じて上記各機能層の支持体として用いられる透明基材としては、上記電
磁波遮蔽層において説明したような透明基材と同様の物を用いることができる。
【０１５９】
　以上、各層を例示して説明したが、本発明の複合フィルタは、代表的な用途であるプラ
ズマディスプレイパネルの前面に適用される場合には、プラズマディスプレイパネルがキ
セノンガス放電を利用して発光する際に生じる近赤外線領域、即ち、８００～１１００ｎ
ｍの波長域における光線透過率が３０％以下、更に２０％以下、特に１０％以下であるこ
とが好ましい。
　また、本発明の複合フィルタは、代表的な用途であるプラズマディスプレイパネルの前
面に適用される場合には、プラズマディスプレイパネルがキセノンガス放電を利用して発
光する際、ネオン原子が励起された後、基底状態に戻るときに発光するネオン光、即ち、
５７０～６１０ｎｍの波長域における光線透過率が５０％以下、更に４０％以下であるこ
とが好ましい。
　また、本発明の複合フィルタは、可視光領域、即ち、３８０～７８０ｎｍの波長域で、
充分な光線透過率、すなわち視感透過率２０％以上、更に３０％以上を有することが望ま
しい。
　なお、本発明における光線透過率は、ＪＩＳ－Ｚ８７０１に準拠して分光光度計（例え
ば、品番：ＵＶ―３１００ＰＣ、会社名：株式会社島津製作所）にて測定することができ
る。
【０１６０】
　本発明の複合フィルタは、優れた光学フィルタ機能の耐久性を有し、高温高湿下での長
時間の使用によっても光吸収剤の劣化に帰属される分光特性の変化が起こり難い。具体的
には、高温雰囲気下（例えば、温度８０℃、湿度１０％以下）、或いは、高温高湿雰囲気
下（例えば、温度６０℃、湿度９０％ＲＨ）に１０００時間放置した前後の色度（ｘ、ｙ
）の値の差Δｘ及びΔｙが、いずれも、０．０３以下、更に好ましくは０．０２以下であ
ることが望ましい。
【０１６１】
｛複合フィルタの製造方法｝
　複合フィルタの製造方法としては、特に限定されるものではないが、好ましくは、透明
基材フィルムとして連続帯状のものを用意し、これを連続帯状で連続的又は間欠的に走行
させて、連続的又は間欠的に必要な層を形成していくのが好ましい。つまり、いわゆるロ
ールツーロール加工で製造するのが、生産性などの点で好ましい。その場合、最後の層積
層までを一台の機械で全て連続的に行うのがより好ましい。
　また、各層の形成順も特に制限はなく仕様により適宜順に行えばよい。例えば、上記シ
ンプルフィルタの構成を例に挙げて説明する。
　透明基材フィルムを先ず用意し、この透明基材フィルムに対して、
（Ａ）：１．表面保護層の形成、２．導電層の形成とその後の導電体メッシュ層の形成、
３．粘着剤層の形成。
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（Ｂ）：１．導電層の形成とその後の導電体メッシュ層の形成、２．表面保護層の形成、
３．粘着剤層の形成。
（Ｃ）：１．導電層の形成、２．表面保護層の形成、３．導電層から導電性メッシュ
層の形成、４．粘着剤層の形成。
などである。
【０１６２】
　ロールツーロール加工で複合フィルタを製造する場合、例えば導電体メッシュ層の接地
用領域を露出させる目的で、粘着剤層を部分的に形成するには、連続帯状の積層体（透明
基材フィルムに導電体メッシュ層を積層済みの積層フィルム）に対して、その幅方向（走
行方向に対して直角方向）の両端或いは片端のみを露出させ、長手方向（走行方向）は連
続層として粘着剤層を形成する様な部分的形成の形態（形態Ａ）であれば、粘着剤層の形
成は、例えば塗布幅をその分狭くし長手方向には連続して塗布すれば良い。
【０１６３】
　また、粘着剤層を部分的に形成する際に、連続帯状の積層体に対してその幅方向の全幅
に亘るように部分的に露出させる様な形態（形態Ｂ：わかりやすく言えば、形態Ａとは縦
横関係が９０度異なるような形態）では、長手方向では当該部分が幅方向に露出するよう
に粘着剤層が形成されてない様に間欠塗工すれば良い。つまり、全面形成するのではなく
、パターン状に形成する。間欠塗工ではいわゆる塗工法の他、転写を含めた印刷法でも良
く、これらは公知の方法から適宜採用することができる。
　また、最も一般的な形態でもあるが、導電体メッシュ層が中央部のメッシュ領域とその
四辺周囲の額縁状の接地用領域とを有し、この接地用領域の露出を額縁状にする様な場合
には（形態Ｃ）、上記形態Ａで狭幅にしてなお且つ間欠塗工すればよい。
　なお、粘着剤層を部分的に形成する場合、接地用領域の一部、通常はメッシュ領域側と
なる内側の一部にも形成する。その理由は、多少の形成位置ズレがあっても機械的に弱い
メッシュ領域を確実に保護できるようにするためである。
【０１６４】
　そして、このようにして連続帯状で製造した、適用するディスプレイ１単位に対応した
１単位の複合フィルタが長手方向に複数連なったものを、該複合フィルタの１単位毎に裁
断して枚葉化する。
【０１６５】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されるものではない。上記実施形態は例示であり
、本発明の特許請求の範囲に記載された技術的思想と実質的に同一な構成を有し、同様な
作用効果を奏するものは、いかなるものであっても本発明の技術的範囲に包含される。
【実施例】
【０１６６】
　以下、本発明について実施例を示して具体的に説明する。
＜実施例１＞
　質量平均分子量が８０，０００で且つ分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）１．１７の（ポリメタ
クリル酸メチル）－（ポリアクリル酸ｎ－ブチル）－（ポリメタクリル酸メチル）構造を
有するトリブロック共重合体（株式会社クラレ製、ＬＡ２１４０ｅ）５０質量部に対して
、溶剤としてトルエン２５質量部、メチルエチルケトン２５質量部を混合して樹脂溶液（
ｓ-Ｉ）を調製した。
　また、質量平均分子量２７６０で、α‐メチルスチレンの単一重合系スチレン系樹脂（
商品名：ＦＴＲ０１４０、三井化学（株）製）５０質量部に対して、溶剤としてメチルエ
チルケトン（ＭＥＫ）５０質量部を混合して樹脂溶液（ｓ-ＩＩ）を調製した。
　更に、エクスカラーＩＲ１２（フタロシアニン系化合物）０．２質量部、ＩＲ１４（フ
タロシアニン系化合物）（以上２種類共に商品名、株式会社日本触媒製）０．１質量部、
ＫａｙａｓｏｒｂＩＲＧ－０６８（ジイモニウム系化合物）（商品名、日本化薬株式会社
製）０．４質量部をメチルエチルケトン１０質量部に混合して光吸収剤溶液（ｓ-ＩＩＩ
）を調製した。
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　上記樹脂溶液（ｓ-ＩＩ）と上記光吸収剤溶液（ｓ-ＩＩＩ）を、スチレン系樹脂の固形
分と光吸収剤の合計の固形分が質量比で１００：３となるように、混合して光吸収剤添加
樹脂溶液（ｓ-ＩＩ＋ＩＩＩ）を調製した。
　次に、上記樹脂溶液（ｓ-Ｉ）と上記光吸収剤添加樹脂溶液（ｓ-ＩＩ＋ＩＩＩ）を、ト
リブロック共重合体の固形分とスチレン系樹脂の固形分が質量比で８：２となるように混
合して、充分分散させて本発明に係る光学フィルタ用粘着剤組成物を調製した。
　上記粘着剤組成物を、厚み１００μｍの離型処理ＰＥＴ（東洋紡績社製Ｅ７００２）上
に、乾燥膜厚２５μｍとなるようにアプリケーターにて塗工し、８０℃で３分乾燥後、上
から厚み１００μｍの離型処理ＰＥＴをラミネートして、光学フィルタ機能を有する粘着
剤層を得た。
【０１６７】
　実施例１の粘着剤層を以下の評価方法で耐久性とガラス密着性について評価した。
　その結果、高温（温度８０℃、湿度１０％以下）雰囲気下、及び高温高湿（温度６０℃
、湿度９０％ＲＨ）雰囲気下に１０００時間放置した後の色度（ｘ、ｙ）の値の差Δｘ及
びΔｙは、高温（温度８０℃、湿度１０％以下）雰囲気下では０．０１以下、高温高湿（
温度６０℃、湿度９０％ＲＨ）雰囲気下では０．０１３以下となった。
　また、ガラス密着性は、高温（温度８０℃、湿度１０％以下）雰囲気下、及び高温高湿
（温度６０℃、湿度９０％ＲＨ）雰囲気下に１０００時間放置した前後のいずれも、被着
体面に糊残りが生じず、６～１８Ｎ／２５ｍｍの範囲の値を示した。
【０１６８】
＜評価＞
　得られた粘着剤層をガラス板３２（表示装置用前面ガラス板として旭硝子社製の高歪点
ガラス板（ＰＤ－２００：商品名、厚み２．８ｍｍ）を用いた。）と貼り合わせた後、上
からＰＥＴフィルム（東洋紡績社製Ａ４１００：厚み５０μｍ）を積層して、試験サンプ
ルとした。
【０１６９】
（１）耐久性
　まず、上記耐久性試験前の試験サンプルの色度（ｘ、ｙ）を測定した。次に、以下の試
験をそれぞれ行った。
　〔高温耐久性試験〕
　得られた試験サンプルを高温（温度８０℃、湿度１０％以下）雰囲気下に５０００時間
放置した後、上記と同様に色度（ｘ、ｙ）を測定した。色度は、分光光度計（島津製作所
社製、品番：「ＵＶ－３１００ＰＣ」）を用いて測定した。
　上記高温雰囲気下に放置する前後の色度（ｘ、ｙ）の測定値から、色度（ｘ、ｙ）の値
の差Δｘ及びΔｙを求めた。
　〔高温高湿耐久性試験〕
　得られた試験サンプルを高温高湿（温度６０℃、湿度９５％ＲＨ）雰囲気下に５００時
間放置した後、上記と同様に色度（ｘ、ｙ）を測定した。
　上記高温高湿雰囲気下に放置する前後の色度（ｘ、ｙ）の測定値から、色度（ｘ、ｙ）
の値の差Δｘ及びΔｙを求めた。
【０１７０】
（２）ガラス密着性
　ガラス密着性は、ＪＩＳ　Ｚ０２３７－２０００の試験に準拠して、ガラス板に貼り合
わせられたＰＥＴフィルム及び粘着剤層を、速度２００ｍｍ／ｍｉｎで、ガラス板とＰＥ
Ｔフィルムとのなす角度が９０度で剥離させて測定した。
【０１７１】
＜実施例２＞
　実施例１におけるα‐メチルスチレンの単一重合系スチレン系樹脂（商品名：ＦＴＲ０
１４０、三井化学（株）製）５０質量部の代わりに、α‐メチルスチレンとスチレンの共
重合系スチレン系樹脂（商品名：ＦＴＲ２６３０、三井化学（株）製）を質量平均分子量
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２６３０で、５０質量部用いた以外は、実施例１と同様にして、光学フィルタ機能を有す
る粘着剤層を得た。
【０１７２】
（１）連続帯状の積層体の作成：
　先ず、連続帯状の積層体（透明基材フィルムに導電体メッシュ層を積層済みの積層フィ
ルム）を次のようにして作成した。
　透明基材フィルム１１として、連続帯状で無着色透明な厚さ１００μｍの２軸延伸ポリ
エチレンテレフタレートフィルム（帝人デュポンフィルム社製、商品名「ＨＢＰＦ８Ｗ」
）を用意した。また、この透明基材フィルムは、紫外線吸収剤を含有し紫外線吸収機能も
有するフィルムである。
【０１７３】
　この透明基材フィルムの片面にポリエステル樹脂系プライマー層を形成し、次いで、ス
パッタ法で、順次、厚さ０．１μｍのニッケル－クロム合金層及び厚さ０．２μｍの銅層
（導電層の一部）を設けて、導電処理層とした。次に、該導電処理層面に、硫酸銅浴を用
いた電解メッキ法で厚さ２．０μｍの銅の金属メッキ層を設けた。
【０１７４】
　次いで、該導電層（金属メッキ層）上に黒化層を形成した。具体的には、アノードにニ
ッケル板を用い、硫酸ニッケルアンモニウム水溶液と硫酸亜鉛水溶液とチオシアン酸ナト
リウム水溶液との混合水溶液からなる黒化処理メッキ浴に、該導電層が透明基材フィルム
上に形成された積層フィルムを、浸漬して電解メッキを行って黒化処理して、ニッケル－
亜鉛合金からなる黒化層を、露出している金属メッキ層の全面に被覆形成して、透明基材
フィルムの片面に導電層（導電処理層、金属メッキ層、及び黒化層）が積層された、連続
帯状の積層体を得た。
【０１７５】
　次いで、上記連続帯状の積層体に対して、その導電層をフォトリソグラフィー法を利用
したエッチングにより、適用するディスプレイ一単位毎に、開口部及びライン部とから成
るメッシュ領域、及びメッシュ領域の４周を囲繞する外縁部に額縁状の接地用領域を形成
した。
　なお、上記エッチングは、カラーＴＶシャドウマスク用の製造ラインを利用し、上記連
続帯状の積層体に対して、マスキングからエッチングまでを一貫して行った。すなわち、
上記積層体の導電層面の全面に、感光性エッチングレジストを塗布後、所望のメッシュパ
ターンのネガパターンを有するマスクを用いて密着露光し、現像、硬膜処理、ベーキング
して、メッシュのライン部に相当する部分にはレジスト層が残留し、開口部に相当する部
分にはレジスト層が無い様なパターンにレジスト層を加工後、塩化第二鉄水溶液によって
、導電層（導電処理層と金属メッキ層）及び黒化層を、エッチング除去してメッシュ状の
開口部を形成し、次いで、水洗、レジスト剥離、洗浄、乾燥を順次行った。
【０１７６】
　また、上記パターンは、メッシュ領域のメッシュの形状は、その開口部が正方形で、非
開口部となるライン部のライン幅は１０μｍ、そのライン間隔（ピッチ）は３００μｍ、
ライン部の高さは２．３μｍで、長方形の枚葉シートに切断した場合に、該長方形の長辺
に対する劣角として定義されるバイアス角度は４９度である。また、連続帯状の複合フィ
ルタを、適用するディスプレイ一単位（一台）毎に四角形の枚葉シートに切断した時に、
そのメッシュ領域は、複合フィルタをＰＤＰの前面に貼り合わせた際に、該ＰＤＰの画像
表示領域に対峙する部分が存在し、又該メッシュ状領域の周縁部の四辺外周には、接地用
領域として開口部が存在し無い幅１５ｍｍの額縁部を残す様なパターンに設計した。
【０１７７】
　このようにして、連続帯状の積層体（透明基材フィルムに導電体メッシュ層を積層済み
の積層フィルム）を得た。
【０１７８】
（２）表面保護層の形成：
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　表面保護層を、上記連続帯状の積層体の表側とする面（積層体の透明基材フィルム側の
面）に対してその全面に形成した。具体的には、先ず、電離放射線硬化型樹脂として紫外
線硬化型樹脂であるジペンタエリスリトールヘキサアクリレートを１００質量部（日本化
薬株式会社製）と、光硬化開始剤として商品名イルガキュア１８４を４．０質量部（チバ
ガイギ（株）製）と、溶剤としてメチルイソブチルケトンを５２質量部とを、十分混合し
て、表面保護層形成用の塗布液を調製した。次に、上記連続帯状の積層体の透明基材フィ
ルム面上に、該塗布液を、膜厚７μｍとなるようにダイコーターを用いて間欠的に塗工し
た後、５０℃のオーブンで加熱乾燥させ、Ｎ２雰囲気下でＵＶ照射装置（フュージョンＵ
Ｖシステムジャパン（株）製）のＨバルブを光源に用いて硬化し（積算光量２００ｍｊ）
て、ハードコート層となる単層の表面保護層を形成した。
【０１７９】
（３）粘着剤層の形成：
　次に、上記表面保護層形成済みで連続帯状の積層体の裏面（導電体メッシュ層側の面）
に対して、各種色素を添加した粘着剤層を形成した。粘着剤層を形成する為の粘着剤組成
物としては、上記実施例２の粘着剤組成物を用いた。
　そして、積層体の裏面となる導電体メッシュ層側の面に対して、ダイコーターにより、
厚み２５μｍになるように塗布し、風速５ｍ／ｓｅｃのドライエアーが当たるオーブンに
て１００℃で１分間乾燥して粘着剤層を形成して、連続帯状の状態で複合フィルタを得た
。
　尚、粘着剤層の面には、更に再剥離可能な離型フィルムを貼り合わせて保護した。
　また、粘着剤層の形成は、間欠塗工法によって、導電体メッシュ層の接地用領域は被覆
せずメッシュ領域は被覆するように部分的に形成した。
【０１８０】
＜実施例３＞
　実施例２におけるα‐メチルスチレンとスチレンの共重合系スチレン系樹脂（商品名：
ＦＴＲ２６３０、三井化学（株）製）の質量平均分子量を３２３０にした以外は、実施例
２と同様にして、光学フィルタ機能を有する粘着剤層を得た。
【０１８１】
＜参考例１＞
　実施例１におけるα‐メチルスチレンの単一重合系スチレン系樹脂（商品名：ＦＴＲ０
１４０、三井化学（株）製）５０質量部の代わりに、スチレン系モノマーと脂肪族系モノ
マーの共重合系スチレン系樹脂（商品名：ＦＴＲ６１００、三井化学（株）製）を質量平
均分子量１２１０で、５０質量部用いた以外は、実施例１と同様にして、光学フィルタ機
能を有する粘着剤層を得た。
【０１８２】
＜参考例２＞
　参考例１におけるスチレン系モノマーと脂肪族系モノマーの共重合系スチレン系樹脂（
商品名：ＦＴＲ６１００、三井化学（株）製）の質量平均分子量を１９５０にした以外は
、参考例１と同様にして、光学フィルタ機能を有する粘着剤層を得た。
【０１８３】
＜参考例３＞
　実施例１におけるα‐メチルスチレンの単一重合系スチレン系樹脂（商品名：ＦＴＲ０
１４０、三井化学（株）製）５０質量部の代わりにスチレン系モノマーのα―メチルスチ
レンと脂肪族系モノマーの共重合系スチレン系樹脂（商品名：ＦＴＲ７１００、三井化学
（株）製）を質量平均分子量１４４０で、５０質量部用いた以外は、実施例１と同様にし
て、光学フィルタ機能を有する粘着剤層を得た。
【０１８４】
＜実施例７＞
　実施例１におけるα‐メチルスチレンの単一重合系スチレン系樹脂（商品名：ＦＴＲ０
１４０、三井化学（株）製）５０質量部の代わりに、スチレン系モノマーの単一重合系ス
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チレン系樹脂（商品名：ＦＴＲ８１２０、三井化学（株）製）を質量平均分子量１４２０
で、５０質量部用いた以外は、実施例１と同様にして、光学フィルタ機能を有する粘着剤
層を得た。
【０１８５】
＜実施例８＞
　実施例１におけるα‐メチルスチレンの単一重合系スチレン系樹脂（商品名：ＦＴＲ０
１４０、三井化学（株）製）５０質量部の代わりに、スチレン系モノマーと芳香族系モノ
マーの共重合系スチレン系樹脂（商品名：ＦＭＲ０１５０、三井化学（株）製）を質量平
均分子量２０４０で、５０質量部用いた以外は、実施例１と同様にして、光学フィルタ機
能を有する粘着剤層を得た。
【０１８６】
＜比較例１＞
　実施例１におけるα‐メチルスチレンの単一重合系スチレン系樹脂（商品名：ＦＴＲ０
１４０、三井化学（株）製）５０質量部の代わりに、質量平均分子量１５０，０００のポ
リスチレンを用いて実施例１と同様にして粘着剤層を得た。
　相溶性が悪く、面全体が白っぽくぶつぶつになり、ヘイズが５０となり粘着性がなくな
った。尚、明らかに劣化しているため、色度の差の測定は省略した。
【０１８７】
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【表１】

【図面の簡単な説明】
【０１８８】
【図１】本発明の複合フィルタをプラズマディスプレイパネルの前面に直接貼付した場合
の積層構造の一例の断面図である。
【図２】本発明に用いられる電磁波遮蔽層の一例の平面図である。
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【符号の説明】
【０１８９】
　１　　粘着剤層
　２　　電磁場遮蔽層
　３　　粘着剤層
　４　　反射防止層
　１０　複合フィルタ
　１１　透明基材
　１２　導電体メッシュ層
　１３　黒化処理
　２０　プラズマディスプレイパネル
　１２１　メッシュ領域
　１２２　接地用領域

【図１】

【図２】
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